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リモート講義での「対話と探究」を促進するための
事前学習教材

― 反転授業での使用を前提としたアート作品の解説動画制作のためのシナリオの公開 ―

才士　真司　・　伊藤　　駿

　国立大学法人岡山大学大学院教育学研究科《国吉康雄記念・美術教育研究と地域創生講座》
では，美術鑑賞の機会に，対話と探究を用い，アート作品の制作背景を社会課題の解決と関
連づけて考察する手法を開発し，実践している。現在，COVID⊖19の感染拡大を防ぐこと
を目的としたリモートでの講義プログラムにおいても，この鑑賞手法を用いるため，「反転
学習用動画教材」として，岡山県に関係する洋画家ふたりに関する動画を制作した。ここで
は，制作のために執筆したシナリオを，反転学習用の動画制作のための作例として公開する。

Keywords：反転学習，動画教材，国吉康雄，清志初男，対話探究型鑑賞法

１　はじめに
　国立大学法人岡山大学大学院教育学研究科《国吉
康雄記念・美術教育研究と地域創生講座》では，岡
山県出身の画家，国吉康雄（1889⊖1953）作品を使
用し，2013年より開催してきた展覧会の運営データ
を基に，「国吉型・対話探究型美術鑑賞モデル（以降，
対話探究鑑賞モデル）」を開発し，その運用と検証
を続けている。この手法は，アート作品の制作背景
にある「社会課題」について，対話と探究を重ねる
ことで，その認識を深くしようというものである。
　また，現在のCOVID⊖19による感染拡大を防ぐ
ため，本講座では「オンライン講義」の比率を増や
している。その際，ライブストリーミングエンジニ
アリングの実践を掲げ，受講生の視聴ストレスの軽
減とプログラムへの集中，その継続のため，プレゼ
ンテーションの刷新とマルチカメラ方式の採用によ
る「視聴映像内空間」のバリエーション増やす工夫
と，これを実現するため，映像と音声のマルチスイッ
チャーの導入を行った。加えて，通信量の軽減を重
視した，複数のコミュニケーションアプリを組み合
わせて実施している。本講座ではこれを，ライブス
トリーミングでの実践を行なってきたが，講義での

対話と探究の機会を充実させるため，「反転学習用
の動画教材」も積極的に制作している。
　これまで，オンラインでのツアー体験ができる映
像教材として，戦後最悪の産業廃棄物不法投棄問題
である「豊島事件」の現場で行われているガイドツ
アーと，ハンセン病患者の強制隔離問題を伝える長
島愛生園歴史館で実施されるギャラリーツアーの様
子を動画収録し，字幕注や写真などの補足・参考資
料を追加した動画コンテンツを制作してきた。
　これに加え，岡山県立美術館と福武コレクション
の協力を得て，国吉康雄作品の解説動画と，長島愛
生園歴史館の協力で，国立療養所長島愛生園のアト
リエで，独自の画業を展開した洋画家，清志初男に
関する動画を制作した。ここで，そのシナリオを公
開し，反転学習用のシナリオ作成の一例として公開
する。（才士）

２　制作動画の概要
2.1　国吉型・対話探究美術鑑賞モデルについて
2.1.1 　国吉型・対話探究美術鑑賞モデル開発の目的
　対話探求鑑賞モデルは，明治期の岡山で生まれた
渡米移民画家で，社会活動家である国吉康雄の作品
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や研究資料を使用することで得られる学際的鑑賞体
験を，効率的に鑑賞者に提供することを目的として
開発された。
　対話探求鑑賞モデルの開発は，2013年に香川県
直島にあるベネッセハウスミュージアムで開催され
た『ベネッセアートサイト直島の原点⊖ 国吉康雄展』
1の企画開発チームに同展の演出・照明設計担当と
して参加していた才士真司（現・国吉康雄研究講座
准教授）によって着手された。2015年に，『国吉康
雄プロジェクト』の活動が，岡山大学に設置された
本講座に引き継がれたことを契機に，筆者もその開
発と実践に参加し，検証を重ねてきた。

2.2 　国吉型・対話探究美術鑑賞モデルの要諦とな
る国吉康雄の人生と作品

　対話探求鑑賞モデルについて考察する上で，その
要諦である国吉康雄に関しては，［才士 2019］2に
記載された内容を念頭に置くものとする。
　国吉康雄は，岡山県岡山市北区出石町で生まれ，
当時としては先進的であった岡山工業高校染織科で
友禅の下絵などのデザインの指導を受けていたが，
日露戦争が終わった翌年の1906年，徴兵登録年齢が
迫っていたこともあり，父親の勧めで，労働移民と
して単身アメリカに渡ることになる。渡米後は，果
樹園などで，過酷な季節労働に従事しながら，英語
を学ぶために夜間高校に通った。国吉はそこで地図
制作の授業で，そのデッサン力を教師に認められ，
ロサンゼルスの美術学校で，ヨーロッパの伝統的な
絵画技術を学んだ後，画家になる決意をし，ニュー
ヨークに移住。近代都市のモダニズム精神の恩恵を
受け，その才能を伸ばし，ニューヨーク近代美術館
への作品出品などのチャンスを得て，順調にそのキャ
リアを伸ばし，第26回ベネチアビエンナーレのアメ
リカ代表として選出されるなど，20世紀前半のアメ
リカを代表する画家として活躍した。しかし，アジ
ア系労働移民である国吉に，アメリカ合衆国の市民
権は，当時の移民法の規定により与えられることは
生涯なかった。また，第二次世界大戦では，日米が
開戦した後，敵性外国人として当局の監視下におか
れた。このような来歴と経験を持つ国吉には，職業
的にもマイノリティーである全米のアーティストの
社会的権利を守る活動の先頭に立ち，アメリカ美術
界を代表する社会活動家としての一面があった。そ
の設立に国吉が大きな役割を果たしたアーティスト
の権利擁護団体『アーティスツ・エクイティー・ア
ソシエーション』では，初代会長を務めた。こうし
た近代社会制度と人種問題，戦時下において国吉が
受けた偏見や差別は，作品表現にも現れている。

2.3　国吉型・対話探究美術鑑賞モデルとは
　対話探求鑑賞モデルでは，国吉作品を主題に，鑑
賞者と調整役のディスカッションを試みる。調整役
は，鑑賞空間の運営と情報提供を行う。
　鑑賞者はまず，調整役に促され，自由に作品の印
象を発言する。このとき調整役は自由な意見が出や
すい「場作り」を行う。このとき，意見を許容し，
多様性を肯定することで鑑賞者と共に「寛容」とい
う場のルールを観賞者が共有されるように配慮し，
鑑賞者の直感的意見や，作品に対する「問い」の表
明が，自然に行われるよう，促すことである。調整
役は，観賞者の「気づき」や「問い」に，観賞者自
身の経験や教養的要素の有無，混じり具合を測り，
徐々に学際的な情報を鑑賞者に提供する。但し，作
品制作に関わる直接的な情報の提供は，初期段階で
は行わない。時代背景についての考察を促し，議論
を行うことで，観賞者の「探求心」を刺激する。こ
の議論を踏まえて，鑑賞者自身の仮説が立て検証を
行う「創造性」のフェーズに入り，仮説の提示を受
け，当時の美術動向や，国吉自身や作品情報も提供
し，議論を深め，観賞者からの新しい「問い」の提
供を観賞空間で共有し，これを考察する。調整役と
鑑賞者は，図のようにこれらの段階を繰り返すこと
で，思考体験を深めていく。（伊藤）

３　「反転学習用動画教材」の制作
　筆者はCOVID⊖19による感染拡大を防ぐため，オ
ンラインでの講義への切り替えを推進してきたが，
受講生の学習体験の充実と，積極的な対話への参加
を促すために導入したのが，「反転学習用動画教材」
の制作である。
　対話探究鑑賞モデルでは，まず作品を鑑賞し，「問
い」を立てることを基本とする。このとき，観賞者
自身の経験値や情報の有無によって反応は様々であ
る。これを，国吉作品の制作背景などの情報を，調
整役が学際的な情報を織り交ぜながら，段階に応じ
て提供し，鑑賞者同士の対話と，それぞれの探究行
動を促すものである。これを繰り返すことで，図１
のような，思考体験を深め，創造性と批評性，他社
と対話し，課題に対するアプローチを深める力と取
材力を獲得する。
　この対話探究鑑賞モデルの，オンラインでの運用
にあたって制作したのが，「反転学習用動画教材」
としてのふたつの動画である。
　ひとつは前述した国吉康雄作品《ミスターエース》
に関するもので，もうひとつが，清志初男のライフ
ワークであった《石仏》のシリーズの解説動画の制
作である。
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3.1　清志初男作品による動画開発の理由
　前章で触れたように，国吉康雄作品による動画制
作は，国吉作品の背景にある「アメリカ民主主義」
を問う要素のためである。
　清志初男作品では，清志初男作品の背景の，思想
的背景に存在する社会課題を考察するための手段と
して動画を制作した。
　鹿児島出身の清志初男は，本年８月11日に長島
愛生園で逝去した。清志は太平洋戦争中，輸送船の
船員として南方戦線に赴くが，瀬戸内海で乗船して
いた船が機雷に接触し大破。九死に一生を得流のだ
が，21歳でハンセン病を発症し，長島愛生園で療
養生活を送ることとなる。後，愛生園内での緞帳の
制作現場で，絵画制作に関心を持つようになり，独
学で研鑽を重ね，公募展などに出品。新世紀展など
で活躍し，スペイン芸術勲章を受賞するなど，海外
からも高く評価された洋画家である。「戦争と強制
隔離」という近代の負の遺産を知る，清志初男のメッ
セージ性に溢れた絵画作品とその画業を鑑賞し，対
話することは，この「コロナの時代」に，様々な社
会課題の解決を目指し，新しい社会を模索する者た
ちにとって大切な作業といえるだろう。
本講座では以上の理由により，国吉康雄，清志初男
の「反転学習用動画教材」の制作を行った。

3.2 　反転学習用動画教材～「本を読むように絵画
を読む・国吉康雄編」の参考資料と取材

　本シナリオの作成にあたり，以下を参照した。

小澤善雄著『飛翔と回帰』岡山文庫181
ロイド・グッドリッチ『YASUO KUNIYOSHI』マ
クミラン社（1948）
トム・ウルフ『The Artistic Journey of Yasuo 
Kuniyoshi』展図録（2015）
筆者『国吉康雄を知っていますか』クニヨシパート
ナーズ（2016）

　また，筆者が2015年に実施したバート大学のト
ム・ウルフ氏，国吉の生徒であったブルース・ドー
フマン氏と，2018年より実施している，旧国吉康
雄美術館キュレーターの小澤律子氏とニューヨーク
市立大学の山村みどり氏への取材記録を反映させ，
執筆した。なお，すべての取材者には，論文，その
他の文章での発表の許諾を得ている。

3.3 　反転学習用動画教材～「碧と祈る　清志初男
の描く石仏」の参考資料と取材

　本シナリオでは，本シナリオは2020年７月19日，
長島愛生園の清志初男氏の自宅で行ったインタ

図１　国吉型・対話探究観賞方による効果図
　　　作成：才士真司 2019
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　この対話探究鑑賞モデルの，オンラインでの運用
にあたって制作したのが，「反転学習用動画教材」
としてのふたつの動画である。
　ひとつは前述した国吉康雄作品《ミスターエース》
に関するもので，もうひとつが，清志初男のライフ
ワークであった《石仏》のシリーズの解説動画の制
作である。
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ビューと同年11月14日に行った北条五百羅漢保存
会の衣笠武久氏への取材データ及び，十月以降，断
続的に行ってきた国立療養所長島愛生園スタッフの
方への，清志氏に関する聞き取りをもとに，次の資
料を参照し，作成した。

長島愛生園「清志初男コレクション」
加西市郷土資料「加西市の歴史文化の成り立ち」
同「歴史文化ストーリーと関連文化財群」
羅漢寺パンフレット
羅漢寺境内碑文

3.4　完成作品の公開と利用について
　映像作品「本を読むように絵画を読む・国吉康雄
編」は以下のURLからの申請者にのみ，限定公開
している。（才士）

URL　https://yasuo-kuniyoshi-pj.com/inquiry.html

　映像作品「碧と祈る　清志初男の描く石仏」は，
清志初男氏の画業を広く発信するため，長島愛生園
歴史館，羅漢寺，加西市教育委員会の協力のもと，「国
吉祭2020」の特別展覧会として，本講座が山陽新
聞社さん太ギャラリーで開催した，『「碧」と祈る　
洋画家・清志初男遺作展3』会場において上映した。
同展は，清志初男氏の画業に関する証言を収集する
ため，来場者に，録音・録画を伴う取材活動を実施
し，また，科学研究助成事業基盤研究（C: 
20K00232）採択研究課題「アートを介した社会課
題の理解」のための対話探求鑑賞モデルの開発と実
践研究に関する基礎調査も，感染対策を行った上で，
実施した。

─────────────
1 2013年３月20日～６月９日の期間で実施。入場者
は約２万人
2 才士真司「瀬戸内のアート運動と国吉康雄の結節
点：国吉康雄記念・美術教育研究と地域創生講座主

催『第３回企画展』実施のための考察」, 岡山大学
大学院教育学研究科研究収録 (170), 15-39, 2019
3 2020年11月22日～ 12月６日の期間で実施。入場
者は約400人
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ん
の
他
に
も
︑
こ
の
羅

漢
た
ち
に
惹
か
れ
た
画
家
た
ち
が
い
た
こ
と
が
︒
そ
し
て
︑
清
志
さ
ん
も
︑
こ
こ
で
夢
中
に
な
ö
て
羅
漢
を

描
い
た
﹂ 

 

⑬ 

e
 

羅
漢
寺 

Ｎ
﹁
清
志
さ
ん
の
描
く
羅
漢
は
︑
多
少
︑
想
像
が
あ
る
も
の
だ
と
思
ö
て
い
た
︒
と
こ
ろ
が
︑﹂ 

 

⾐
笠
さ
ん
︑
展
覧
会
の
チ
ラ
シ
を
⾒
る
︒ 

 

⾐
笠
さ
ん
﹁(

清
志
さ
ん
の
絵
の
印
象)

﹂ 

 

清
志
さ
ん
の
描
く
羅
漢
と
羅
漢
像
た
ち
の
⽐
較
︒ 

 

Ｎ
﹁
か
つ
て
︑
世
の
平
安
を
願
い
︑
信
仰
や
供
養
の
た
め
に
造
ら
れ
た
⽯
仏
た
ち
︒
⻑
い
年
⽉
︑
⾬
⾵
に
晒

さ
れ
︑
そ
の
顔
は
崩
れ
︑
⼿
は
⽋
け
︑
⾸
が
落
ち
た
も
の
も
あ
ö
た
︒
そ
れ
を
︑
⾐
笠
さ
ん
た
ち
保
存
会
の

皆
さ
ん
が
︑
丁
寧
に
治
し
て
き
た
︒
だ
か
ら
︑
清
志
さ
ん
が
訪
ね
た
頃
︑
多
く
の
羅
漢
た
ち
に
修
復
の
⼿
は

付
か
ず
の
は
ず
で
あ
ö
た
︒け
れ
ど
も
︑清
志
さ
ん
の
描
い
た
羅
漢
た
ち
は
︑優
し
く
︑美
し
く
︑気
⾼
い
︒

⾐
笠
さ
ん
の
︑
清
志
さ
ん
の
描
い
た
﹁
仏
﹂
へ
の
印
象
を
思
う
な
ら
︑
清
志
さ
ん
の
存
在
を
伝
え
る
証
⼈
は

ま
さ
に
︑
こ
の
羅
漢
さ
ま
た
ち
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
け
れ
ど
︑
ど
う
し
て
清
志
さ
ん
は
︑
羅
漢
を
描
こ
う

と
思
ö
た
の
だ
ろ
う
﹂ 

 

⑭ 

e
 

愛
⽣
園
の
海 

Ｎ
﹁
清
志
さ
ん
は
︑
愛
⽣
園
を
船
で
抜
け
出
し
︑
加
⻄
に
通
ö
た
と
⾔
ö
て
い
た
︒
姫
路
で
﹃
船
で
羅
漢
を

⾒
に
き
た
﹄
と
道
を
尋
ね
た
ら
︑
ず
い
ぶ
ん
驚
か
れ
た
と
⾃
慢
話
の
よ
う
に
笑
ö
て
い
た
︒
船
乗
り
で
︑
船

が
沈
ん
で
も
無
事
だ
ö
た
清
志
さ
ん
ら
し
い
逸
話
︒…

け
れ
ど
も
︑
も
ö
と
不
思
議
な
の
は
︑
こ
の
清
志
さ
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が
よ
く
⾏
き
届
き
︑
秋
⾊
に
⾊
付
く
⽊
々
と
蟋
蟀
の
鳴
く
声
が
︑
県
内
外
か
ら
訪
ね
る
⼈
々
を
楽
し
ま
せ
て

い
る
﹂ 

 

⑩ 

e
 

羅
漢
た
ち 

羅
漢
像
の
ザ
T
ピ
ン
グ
︒ 

 

Ｎ
﹁
そ
し
て
︑
羅
漢
像
︒
ど
こ
か
他
と
趣
を
異
に
す
る
そ
の
姿
は
︑
多
く
の
物
語
を
⾒
る
者
に
語
り
継
が
せ

て
き
た
︒
播
磨
は
⾚
松
︑
別
所
︑
三
好
と
歴
戦
の
兵
た
ち
が
駆
け
た
古
戦
場
に
近
い
⼟
地
柄
か
ら
か
︑
戦
か

ら
戻
ら
な
か
ö
た
者
た
ち
の
似
姿
が
刻
ま
れ
た
の
だ
と
か
︒
⿊
⽥
領
で
あ
ö
た
頃
︑﹃
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
﹄

の
信
仰
の
拠
り
所
と
し
て
作
ら
れ
た
で
あ
る
と
か
︒
そ
う
し
た
話
が
語
り
継
が
れ
て
き
た
が
︑
平
成
も
終
わ

り
の
頃
に
な
ö
て
︑
そ
も
そ
も
は
酒
井
寺
に
由
緒
の
あ
る
も
の
で
︑
羅
漢
が
最
初
に
作
ら
れ
た
の
は
⼗
六
世

紀
末
の
慶
⻑
の
頃
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
が
︑﹂ 

 

字
幕
﹁
慶
⻑
五
年
が
関
ˇ
原
の
戦
い
﹂ 

 

Ｎ
﹁
そ
う
し
た
こ
と
が
わ
か
ö
て
き
た
の
も
平
成
も
終
わ
り
の
頃
の
話
︒
羅
漢
像
の
謂
れ
は
少
し
づ
つ
︑
紐

解
か
れ
て
い
る
が
︑
清
志
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
先
代
の
住
職
は
既
に
な
く
︑
し
ば
ら
く
の
間
︑
寺
に
住
職
が

不
在
で
あ
ö
た
こ
と
も
あ
ö
て
︑
清
志
さ
ん
の
記
憶
を
直
接
語
る
⾔
葉
に
は
出
会
え
な
か
ö
た
﹂ 

 

⑪ 

e
 

保
存
会
 

⾐
笠
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
1
G 

⾐
笠
さ
ん
談
笑
の
様
⼦
︒ 

 

Ｎ
﹁
し
か
し
︑
地
元
の
羅
漢
像
保
存
会
の
⾐
笠
さ
ん
は
︑
清
志
さ
ん
ら
し
い
画
家
の
こ
と
は
聞
い
て
い
た
と

い
う
﹂ 

イ
ン
タ
ビ
1
G
に
応
え
る
⾐
笠
さ
ん
︒ 

 

⾐
笠
さ
ん
﹁(

愛
⽣
園
か
ら
⼈
が
来
て
い
た
と
い
う)

﹂ 

Ｎ﹁
清
志
さ
ん
が
羅
漢
や
⽯
仏
を
描
き
始
め
た
こ
ろ
︑
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
に
対
す
る
世
間
の
視
線
は
ま
だ

冷
た
か
ö
た
︒
治
る
病
気
で
あ
ö
て
︑
完
治
し
た
と
さ
れ
て
も
な
お
︑
世
間
は
臆
病
な
ま
ま
だ
ö
た
﹂ 

 

⑫ 

e
 

羅
漢
寺
本
堂 

 

Ｎ
﹁
当
時
の
寺
の
住
職
は
︑
そ
ん
な
清
志
さ
ん
が
本
堂
に
寝
泊
り
す
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
た
ら
し
い
︒
そ

− 84 −



リモート講義での「対話と探究」を促進するための事前学習教材

− 85 −
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⑦ 

e
 
秋
の
様
⼦ 

落
ち
葉
を
踏
み
し
だ
く
⾳
︒
⾞
に
乗
り
込
み
⾳
が
す
る
︒
エ
ン
ジ
ン
⾳
が
か
か
ö
て
︑ 

×

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ×

 

東
へ
と
⾛
る
⾞
の
⾞
窓
︒ 

Ｎ
﹁
清
志
さ
ん
が
逝
き
︑
季
節
が
変
わ
り
︑
秋
が
深
ま
ö
た
頃
︑
清
志
さ
ん
が
描
き
続
け
た
仏
の
姿
を
探
し

て
︑
⾞
を
⾛
ら
せ
た
﹂ 

 

⑧ 

e
 
加
⻄
市 

⾞
窓
の
景
⾊ 

 

Ｎ
﹁
兵
庫
県
加
⻄
市
北
条
︒
岡
⼭
か
ら
東
へ
２
時
間
︒
か
つ
て
池
⽥
輝
政(

て
る
ま
さ)

公
も
治
め
た
古
い
町

は
︑
播
州
平
野
の
中
央
に
位
置
し
︑
商
⼈
や
⽂
化
⼈
が
集
う
街
道
の
要
所
で
も
あ
ö
た
﹂ 

 

⑨ 

e
 

羅
漢
寺
・
正
⾯ 

Ｎ
﹁
羅
漢
寺(

ら
か
ん
じ)

と
読
む
︒
か
つ
て
は
︑
東
⼤
寺
造
営
に
尽
⼒
し
た
⾏
基
が
開
い
た
酒
⾒
寺
︵
さ
が

み
じ
︶
の
伽
藍
の
ひ
と
つ
で
あ
ö
た
が
︑
明
治
の
廃
仏
毀
釈(

は
い
ぶ
つ
き
し
¨
く)

を
受
け
︑
現
在
の
地
に

薬
師
堂(

や
く
し
ど
う)

が
移
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
﹂ 

 

境
内
に
⼊
ö
て
ゆ
く
︒ 

 

Ｎ
﹁
清
志
さ
ん
が
描
い
た
⽯
仏
・
羅
漢(

ら
か
ん)

は
こ
こ
に
あ
る
︒
⼤
正
の
頃
︑
今
は
⼩
学
校
と
な
ö
た
⽵

藪
の
中
に
打
ち
捨
て
ら
れ
︑
朽
ち
る
ば
か
り
だ
ö
た
そ
の
仏
た
ち
を
︑
町
内
の
⼈
た
ち
が
こ
の
寺
に
集
め
た
︒

聞
い
た
話
だ
と
︑﹃
仏
を
ぞ
ん
ざ
い
に
し
て
い
る
と
︑
町
が
廃
れ
る
﹄
と
︑
誰
か
が
⼝
に
し
た
こ
と
が
き
ö

か
け
ら
し
い
﹂ 

 

⼤
聖
歓
喜
天
前
︒ 

 

Ｎ
﹁
こ
の
﹁
聖
天
堂(

し
Õ
う
て
ん
ど
う)

も
町
内
か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の
だ
﹂ 

 

進
む
視
線
︒ 

 

Ｎ
﹁
清
志
さ
ん
が
初
め
て
寺
を
訪
ね
た
頃
︑
境
内
に
も
ス
ス
キ
が
揺
れ
て
い
た
と
聞
い
た
が
︑
今
は
⼿
⼊
れ
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清
志
夫
⼈
作
 

短
歌 

ひ
た
む
き
に 

夫
か
り
た
つ
る
は 

な
に
な
ら
む 

描
き
し
羅
漢
の 

数
知
れ
ず
し
て 

 

④ 

e
 

愛
⽣
園
 

ア
ト
リ
エ
の
前 

清
志
の
ア
ト
リ
エ
︒ 

 

Ｎ
﹁
画
家
の
名
は
清
志
初
男
︒
⼆
〇
⼆
〇
年
⼋
⽉
⼗
⼀
⽇
︑
世
を
去
ö
た
﹂ 

 

ア
ト
リ
エ
外
観
・
そ
の
周
囲
の
点
景
︒ 

 

Ｎ
﹁
清
志
さ
ん
の
画
業
を
語
る
こ
と
は
難
し
い
︒
そ
の
⼈
⽣
を
語
る
こ
と
も
ま
た
︑
難
し
い
︒
奄
美
に
⽣
ま

れ
︑よ
く
笑
い
︑よ
く
呑
み
︑⻯
⽥
姫
の
描
か
れ
た
カ
ス
テ
ラ
が
好
き
で
︑お
洒
落
︒毎
⽇
⽋
か
さ
ず
歌
い
︑

輸
送
船
に
乗
り
戦
争
に
も
⾏
ö
た
︒
社
交
的
で
気
さ
く
な
⼈
柄
と
そ
の
作
品
は
⼤
勢
を
魅
了
し
た
が
︑
描
く

姿
を
⾒
た
者
は
少
な
い
﹂ 

 

⑤ 

e
 
⻑
島
の
景
⾊ 

愛
⽣
園
の
桟
橋
︒ 

 

Ｎ
﹁
病
の
た
め
︑
世
間
と
切
り
離
さ
れ
た
瀬
⼾
内
の
孤
島
で
の
暮
ら
し
を
⽀
え
た
の
は
︑
妻
と
︑
キ
C
ン
パ

ス
に
込
め
た
画
業
へ
の
創
意
⼯
夫
﹂ 

 

⑥ 

e
 

清
志
さ
ん
の
部
屋 

⽯
仏
を
描
き
か
け
た
キ
C
ン
バ
ス
が
置
か
れ
た
イ
G
ゼ
ル
︒ 

 

Ｎ
﹁
画
家
は
︑
弱
る
⾝
体
を
ベ
T
ド
に
横
た
え
な
が
ら
も
︑
そ
の
傍
に
画
具
を
置
き
︑
最
期
の
と
き
ま
で
描

い
て
い
た
︒
そ
し
て
︑﹁
⽩
﹂
で
刻
ま
れ
た
サ
イ
ン
を
残
す
絶
筆
は
︑
精
緻
な
﹃
⽯
仏
﹄
と
な
ö
た
﹂ 

 

作
品(

写
真)

︽
無
題(

⽯
仏
画)

︾ 

清
志
さ
ん
の
サ
イ
ン
に
ク
ロ
G
ズ
ア
T
プ
︒ 

才士　真司　・　伊藤　　駿
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し
て
本
尊
は
薬
師
如
来
︒
薬
師
如
来
の
本
願
は
︑
衆
⽣(

し
I
じ
Õ
う)

︑
つ
ま
り
す
べ
て
の
⽣
き
と
し
⽣
け

る
も
の
の
病
を
癒
す
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
願
い
が
成
就
し
な
い
限
り
︑﹃
仏
﹄
と
は
な
ら
な
い
︒
そ
れ
が
薬

師
如
来
で
あ
る
﹂ 

 

本
堂
の
ザ
T
ピ
ン
グ
︒ 

 

Ｎ
﹁
本
堂
に
は
︑
⼤
き
な
羅
漢
や
お
不
動
さ
ん
の
絵
が
納
め
ら
れ
て
い
た
︒
清
志
さ
ん
の
他
に
も
︑
こ
の
羅

漢
た
ち
に
惹
か
れ
た
画
家
た
ち
が
い
た
こ
と
が
︒
そ
し
て
︑
清
志
さ
ん
も
︑
こ
こ
で
夢
中
に
な
ö
て
羅
漢
を

描
い
た
﹂ 

 

⑬ 

e
 

羅
漢
寺 

Ｎ
﹁
清
志
さ
ん
の
描
く
羅
漢
は
︑
多
少
︑
想
像
が
あ
る
も
の
だ
と
思
ö
て
い
た
︒
と
こ
ろ
が
︑﹂ 

 

⾐
笠
さ
ん
︑
展
覧
会
の
チ
ラ
シ
を
⾒
る
︒ 

 

⾐
笠
さ
ん
﹁(

清
志
さ
ん
の
絵
の
印
象)

﹂ 

 

清
志
さ
ん
の
描
く
羅
漢
と
羅
漢
像
た
ち
の
⽐
較
︒ 

 

Ｎ
﹁
か
つ
て
︑
世
の
平
安
を
願
い
︑
信
仰
や
供
養
の
た
め
に
造
ら
れ
た
⽯
仏
た
ち
︒
⻑
い
年
⽉
︑
⾬
⾵
に
晒

さ
れ
︑
そ
の
顔
は
崩
れ
︑
⼿
は
⽋
け
︑
⾸
が
落
ち
た
も
の
も
あ
ö
た
︒
そ
れ
を
︑
⾐
笠
さ
ん
た
ち
保
存
会
の

皆
さ
ん
が
︑
丁
寧
に
治
し
て
き
た
︒
だ
か
ら
︑
清
志
さ
ん
が
訪
ね
た
頃
︑
多
く
の
羅
漢
た
ち
に
修
復
の
⼿
は

付
か
ず
の
は
ず
で
あ
ö
た
︒け
れ
ど
も
︑清
志
さ
ん
の
描
い
た
羅
漢
た
ち
は
︑優
し
く
︑美
し
く
︑気
⾼
い
︒

⾐
笠
さ
ん
の
︑
清
志
さ
ん
の
描
い
た
﹁
仏
﹂
へ
の
印
象
を
思
う
な
ら
︑
清
志
さ
ん
の
存
在
を
伝
え
る
証
⼈
は

ま
さ
に
︑
こ
の
羅
漢
さ
ま
た
ち
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
け
れ
ど
︑
ど
う
し
て
清
志
さ
ん
は
︑
羅
漢
を
描
こ
う

と
思
ö
た
の
だ
ろ
う
﹂ 

 

⑭ 

e
 

愛
⽣
園
の
海 

Ｎ
﹁
清
志
さ
ん
は
︑
愛
⽣
園
を
船
で
抜
け
出
し
︑
加
⻄
に
通
ö
た
と
⾔
ö
て
い
た
︒
姫
路
で
﹃
船
で
羅
漢
を

⾒
に
き
た
﹄
と
道
を
尋
ね
た
ら
︑
ず
い
ぶ
ん
驚
か
れ
た
と
⾃
慢
話
の
よ
う
に
笑
ö
て
い
た
︒
船
乗
り
で
︑
船

が
沈
ん
で
も
無
事
だ
ö
た
清
志
さ
ん
ら
し
い
逸
話
︒…

け
れ
ど
も
︑
も
ö
と
不
思
議
な
の
は
︑
こ
の
清
志
さ
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が
よ
く
⾏
き
届
き
︑
秋
⾊
に
⾊
付
く
⽊
々
と
蟋
蟀
の
鳴
く
声
が
︑
県
内
外
か
ら
訪
ね
る
⼈
々
を
楽
し
ま
せ
て

い
る
﹂ 

 

⑩ 

e
 

羅
漢
た
ち 

羅
漢
像
の
ザ
T
ピ
ン
グ
︒ 

 

Ｎ
﹁
そ
し
て
︑
羅
漢
像
︒
ど
こ
か
他
と
趣
を
異
に
す
る
そ
の
姿
は
︑
多
く
の
物
語
を
⾒
る
者
に
語
り
継
が
せ

て
き
た
︒
播
磨
は
⾚
松
︑
別
所
︑
三
好
と
歴
戦
の
兵
た
ち
が
駆
け
た
古
戦
場
に
近
い
⼟
地
柄
か
ら
か
︑
戦
か

ら
戻
ら
な
か
ö
た
者
た
ち
の
似
姿
が
刻
ま
れ
た
の
だ
と
か
︒
⿊
⽥
領
で
あ
ö
た
頃
︑﹃
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
﹄

の
信
仰
の
拠
り
所
と
し
て
作
ら
れ
た
で
あ
る
と
か
︒
そ
う
し
た
話
が
語
り
継
が
れ
て
き
た
が
︑
平
成
も
終
わ

り
の
頃
に
な
ö
て
︑
そ
も
そ
も
は
酒
井
寺
に
由
緒
の
あ
る
も
の
で
︑
羅
漢
が
最
初
に
作
ら
れ
た
の
は
⼗
六
世

紀
末
の
慶
⻑
の
頃
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
が
︑﹂ 

 

字
幕
﹁
慶
⻑
五
年
が
関
ˇ
原
の
戦
い
﹂ 

 

Ｎ
﹁
そ
う
し
た
こ
と
が
わ
か
ö
て
き
た
の
も
平
成
も
終
わ
り
の
頃
の
話
︒
羅
漢
像
の
謂
れ
は
少
し
づ
つ
︑
紐

解
か
れ
て
い
る
が
︑
清
志
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
先
代
の
住
職
は
既
に
な
く
︑
し
ば
ら
く
の
間
︑
寺
に
住
職
が

不
在
で
あ
ö
た
こ
と
も
あ
ö
て
︑
清
志
さ
ん
の
記
憶
を
直
接
語
る
⾔
葉
に
は
出
会
え
な
か
ö
た
﹂ 

 

⑪ 

e
 

保
存
会
 

⾐
笠
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
1
G 

⾐
笠
さ
ん
談
笑
の
様
⼦
︒ 

 

Ｎ
﹁
し
か
し
︑
地
元
の
羅
漢
像
保
存
会
の
⾐
笠
さ
ん
は
︑
清
志
さ
ん
ら
し
い
画
家
の
こ
と
は
聞
い
て
い
た
と

い
う
﹂ 

イ
ン
タ
ビ
1
G
に
応
え
る
⾐
笠
さ
ん
︒ 

 

⾐
笠
さ
ん
﹁(

愛
⽣
園
か
ら
⼈
が
来
て
い
た
と
い
う)

﹂ 

Ｎ﹁
清
志
さ
ん
が
羅
漢
や
⽯
仏
を
描
き
始
め
た
こ
ろ
︑
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
に
対
す
る
世
間
の
視
線
は
ま
だ

冷
た
か
ö
た
︒
治
る
病
気
で
あ
ö
て
︑
完
治
し
た
と
さ
れ
て
も
な
お
︑
世
間
は
臆
病
な
ま
ま
だ
ö
た
﹂ 

 

⑫ 

e
 

羅
漢
寺
本
堂 

 

Ｎ
﹁
当
時
の
寺
の
住
職
は
︑
そ
ん
な
清
志
さ
ん
が
本
堂
に
寝
泊
り
す
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
た
ら
し
い
︒
そ

− 85 −



才士　真司　・　伊藤　　駿

− 86 −

国⽴⼤学法⼈岡⼭⼤学⼤学院教育学研究科《国吉康雄記念・美術教育研究と地域創⽣講座》 

 1 

清
志
初
男
 

映
像
資
料
⽤
シ
ナ
リ
オ 

碧
と
祈
る

 
 

清
志
初
男
の
描
く
⽯
仏
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
 

才
⼠ 

真
司 

 

脚
本
・
撮
影
・
デ
ザ
イ
ン
・
編
集
 

才
⼠ 

真
司 

ロ
ケ
コ
G
デ
H
ネ
G
ト
 
 
 
 
 

伊
藤 

駿 

撮
影
・
録
⾳
・
編
集
・
仕
上
げ
 
 

佐
々
⽊ 

紳 

出
演
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾐
笠 (

保
存
会) 

ナ
レ
G
シ
_
ン
 
 
 
 
 
 
 
 

櫻
井 

杏
⼦ 

 
  

① 

e
 

⿊ 

Ｎ(

ナ
レ
G
シ
_
ン)

﹁
そ
の
画
家
は
︑
羅
漢(

ら
か
ん)

を
好
ん
で
描
い
た
﹂ 

 

② 

e
 

⽯
仏
画 

作
品
︽
⽯
仏
画
︾
の
シ
リ
G
ズ
︒ 

Ｎ
﹁
怒
り
︑
泣
き
︑
笑
う
仏
た
ち
は
︑
三
種
の
⽩
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
下
地
に
重
ね
ら
れ
た
︑
緑
︑
⾚
︑
そ
し

て
⻘
に
よ
ö
て
画
⾯
い
ö
ぱ
い
に
溢
れ
た
︒
仏
を
彩
る
⾊
の
深
み
が
︑
仏
た
ち
を
躍
動
さ
せ
た
﹂ 

 

作
品
︽
崩
落
︾
の
シ
リ
G
ズ
︒ 

 

Ｎ
﹁
と
き
に
仏
た
ち
は
形
を
無
く
し
︑
⼟
や
岩
く
れ
と
溶
け
合
ö
て
︑
⼤
地
に
還
り
﹂ 

 

作
品
︽
深
閑
︾
の
シ
リ
G
ズ
︒ 

 

Ｎ
﹁
と
き
に
︑
画
家
の
⼼
の
奥
の
⽅
︑
ず
ö
と
そ
の
深
く
に
沈
む
記
憶
を
映
し
と
ö
た
﹁
碧(

あ
お)

﹂
へ
と

変
化
し
た
﹂ 

 

③ 

e
 

奥
さ
ん
の
短
歌 

Ｎ
﹁
そ
ん
な
仏
た
ち
を
描
く
画
家
の
様
⼦
を
︑
画
家
の
妻
は
﹃
ひ
た
む
き
﹄
と
詠
ん
だ
﹂ 
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で
違
う
絵
で
す
よ
ね
︒
ち
ø
∑
と
⾒
る
と
︑
伝
統
的
な
⻄
洋
絵
画
の
よ
う
に
⾒
え
ま
す
が
︑
描
か
れ
た
の
は

酔
∑
払
い
で
す
︒
背
景
に
は
⽴
派
そ
う
な
︑
格
式
の
⾼
そ
う
な
絵
が
︑
ち
ø
∑
と
⾒
え
て
い
ま
す
が
︑
こ
の

絵
の
メ
イ
ン
は
酔
∑
払
い
で
す
﹂ 

 

 
 
 
⽝
飼
恭
平
︽
酔
∑
た
男(

習
作)

︾ 
 

伊
藤
﹁
こ
れ
は
時
代
を
現
し
て
い
る
と
い
え
る
絵
で
す
︒
さ
˝
︑
ど
ん
な
時
代
で
し
ø
う
か
︒(

展
⽰
室)

そ

う
い
う
意
味
で
⾔
え
ば
︑
国
吉
さ
ん
も
含
め
て
︑
こ
の
展
⽰
室
に
あ
る
絵
は
す
べ
て
︑
時
代
を
描
い
た
も
の

で
す
︒
時
代
が
代
わ
り
︑
⼤
き
な
戦
争
が
い
く
つ
も
あ
∑
て
︑
天
然
痘
や
ス
ペ
イ
ン
⾵
邪
と
い
う
途
⽅
も
な

い
感
染
症
が
世
界
的
に
流
⾏
し
︑
⼤
恐
慌
が
起
き
︑
⼈
種
や
ジ
M
ン
ダ
™
︑
信
じ
て
い
る
神
様
︑
信
じ
た
考

え
⽅
で
︑
た
く
さ
ん
の
⼈
が
殺
さ
れ
た
り
︑
耐
え
た
り
︑
戦
∑
た
時
代
を
知
∑
て
い
る
絵
画
で
す
﹂ 

 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
の
前
︒ 

 

伊
藤
﹁
い
か
が
で
し
た
で
し
ø
う
か
︒
本
を
読
む
よ
う
に
︑
絵
画
を
読
む
︒
そ
う
い
う
時
間
も
⼤
切
だ
と
︑

僕
は
︑
今
だ
か
ら
こ
そ
思
∑
て
い
ま
す
︒
国
吉
さ
ん
た
ち
が
⽣
き
た
時
代
と
今
の
こ
の
社
会
︑
ど
れ
だ
け
変

わ
∑
た
の
で
し
ø
う
か
︒
何
が
変
わ
∑
て
い
な
い
の
で
し
ø
う
か
︒
変
え
ら
れ
ず
に
い
る
の
か
︑
変
え
よ
う

と
し
て
き
た
の
か
︒
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
だ
と
︑
守
∑
て
き
た
の
か
︒
⾊
々
と
考
え
る
き
∑
か
け
を
︑

ミ
ス
タ
エ
™
ス
は
︑
与
え
て
く
れ
ま
す
﹂ 

 

ア
ニ
メ
™
シ
ƒ
ン
o
︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
の
対
話
探
究
鑑
賞
に
お
け
る
マ
ト
リ
ク
ス 

 

伊
藤(

声)

﹁
最
後
に
⼀
つ
︒絵
に
つ
い
て
は
語
ら
な
い
国
吉
さ
ん
が
︑ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
に
つ
い
て
︑少
し
︑

⾔
葉
を
残
し
て
い
ま
す
︒
そ
れ
は
﹃
⾊
に
命
を
﹄
と
い
う
⾔
葉
で
す
︒
国
吉
さ
ん
の
⽣
徒
は
︑﹃
国
吉
の
絵

は
︑
絵
の
内
側
か
ら
光
る
﹄
と
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
だ
か
ら
国
吉
さ
ん
は
︑
こ
ん
な
美
し
い

絵
を
︑
描
く
こ
と
が
で
き
た
ん
で
し
ø
う
ね
﹂ 

 

９ |  

岡
⼭
県
⽴
美
術
館
展
⽰
室 

伊
藤
﹁
ま
た
︑
美
術
館
は
開
き
ま
す
︒
そ
の
時
︑
実
際
に
国
吉
さ
ん
の
絵
を
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
絵

の
内
側
か
ら
何
が
輝
く
の
か
︒
そ
し
て
︑
何
を
語
り
か
け
て
く
る
の
か
︒
そ
の
声
に
︑
応
え
る
た
め
に
︑
知

識
を
︑
情
報
を
求
め
て
く
だ
さ
い
︒
そ
し
て
︑
誰
か
と
語
り
合
∑
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
そ
う
い
う
絵
の
楽
し

み
⽅
も
い
い
も
の
で
す
︒
そ
れ
で
は
今
⽇
は
こ
の
辺
で
︒
ま
た
︑
お
会
い
し
ま
し
ø
う
﹂ 

 

ク
レ
ジ
X
ト 

 

了 
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吉
さ
ん
は
戦
時
中
に
⾏
∑
た
国
際
ラ
ジ
オ
で
の
⽇
本
に
向
け
た
メ
X
セ
™
ジ
で
ア
メ
リ
カ
を
︑﹃
す
べ
て
の

⼈
種
が
⺠
主
的
な
理
想
へ
の
信
念
を
共
有
す
る
が
ゆ
え
に
⼀
つ
に
ま
と
ま
∑
て
い
る
国
﹄
だ
と
紹
介
し
て
い

ま
す
︒こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
理
念
で
︑独
⽴
戦
争
を
⾏
∑
て
ま
で
︑勝
ち
取
∑
た
も
の
で
す
︒国
吉
さ
ん
も
︑

こ
の
精
神
を
信
じ
て
い
ま
し
た
︒
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
で
︑
⺠
主
主
義
の
理
念
で
し
た
︒
で
す
が
︑
そ
の
ア
メ

リ
カ
に
も
⼆
⾯
性
が
あ
∑
た
ん
で
す
︒戦
争
中
︑国
吉
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
に
協
⼒
し
た
理
由
は
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
︒
国
吉
さ
ん
に
は
︑
た
く
さ
ん
の
友
達
が
い
て
︑
そ
の
友
達
や
彼
の
⽣
徒
が
︑
⽇
本
と
ア
メ
リ
カ
が

戦
争
を
始
め
た
時
︑国
吉
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
の
敵
じ
*
な
い
と
署
名
活
動
を
し
て
︑⼤
統
領
に
届
け
た
り
し

て
い
ま
す
︒
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
移
⺠
に
関
す
る
法
律
に
は
︑
移
⺠
は
︑
ア
メ
リ
カ
国
⺠
の
よ
う
に
努
⼒
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
﹂ 

 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾ 

 

伊
藤(

声)

﹁
で
も
︑
ア
メ
リ
カ
で
は
︑
⽇
本
⼈
の
移
⺠
は
ア
メ
リ
カ
国
⺠
に
は
な
れ
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い

た
の
で
す
︒
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
に
は
︑
⾃
分
の
素
顔
を
隠
す
仮
⾯
も
描
か
れ
て
い
ま
す
︒
で
も
な
ぜ
か
︑
エ

™
ス
は
︑
仮
⾯
を
脱
い
で
︑
素
顔
を
⾒
せ
て
い
ま
す
︒
仮
⾯
の
道
化
師
が
わ
ざ
わ
ざ
︑
そ
の
正
体
を
⼈
前
に

⾒
せ
る
様
な
絵
と
い
う
の
は
︑
あ
ま
り
例
が
あ
り
ま
せ
ん
﹂ 

 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
の
キ
p
プ
シ
ƒ
ン
︒ 

 

伊
藤(

声)

﹁
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
が
描
か
れ
た
の
は
︑
⼀
九
五
⼆
年
で
す
﹂ 

伊
藤
﹁
こ
の
年
︑
国
吉
さ
ん
と
同
じ
年
に
⽣
ま
れ
︑
国
吉
さ
ん
と
同
じ
様
に
ア
メ
リ
カ
に
移
⺠
と
し
て
や
∑

て
き
て
︑
国
吉
さ
ん
と
同
じ
様
に
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
ア
™
テ
´
ス
ト
だ
∑
た
チ
p
™
ル
ズ
・
チ
p
X
プ

リ
ン(

ア
メ
リ
カ
の
映
画
⼈
・
⾳
楽
家)

が
︑
ア
メ
リ
カ
か
ら
追
放
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
︒
先
ほ
ど
話
し
た
︑

﹃
⾚
狩
り
﹄
の
標
的
と
な
∑
た
た
め
で
す
︒
そ
の
チ
p
X
プ
リ
ン
が
︑
ア
メ
リ
カ
で
最
後
に
作
∑
た
映
画

﹃
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
﹄
も
︑
⼀
九
五
⼆
年
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
こ
の
映
画
の
主
⼈
公
も
︑
道
化
師

で
す
︒
こ
う
い
う
場
⾯
が
あ
り
ま
す
︒
年
⽼
い
た
道
化
師
を
演
じ
る
チ
p
X
プ
リ
ン
は
︑
映
画
の
中
で
︑
初

め
て
︑
道
化
の
メ
™
ク
を
落
と
す
ん
で
す
︒
チ
p
X
プ
リ
ン
に
つ
い
て
は
︑
み
な
さ
ん
︑
調
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
﹂ 

 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
の
表
情 

 

伊
藤
﹁︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
に
つ
い
て
︑
も
う
⼀
つ
︑
⾯
⽩
い
指
摘
が
あ
り
ま
す
﹂ 

 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
全
⾝ 

 

伊
藤(

声)

﹁
エ
™
ス
の
姿
︑
⼿
つ
き
と
い
う
の
が
︑
仏
教
の
守
護
神
で
あ
る
仁
王
様
に
似
て
い
る
と
い
う
も

国⽴⼤学法⼈岡⼭⼤学⼤学院教育学研究科《国吉康雄記念・美術教育研究と地域創⽣講座》 
 

 10 

の
で
す
︒
し
か
も
︑
⼝
元
を
引
き
締
め
る
姿
は
︑
物
事
の
終
わ
り
を
表
す
﹃
吽
形
﹄
で
は
な
い
か
と
︒
確
か

に
︑
⾔
わ
れ
て
み
れ
ば
で
す
し
︑
昔
︑
後
楽
園
に
は
仁
王
像
が
あ
り
ま
し
た
︒
で
も
︑
思
い
出
し
て
く
だ
さ

い
︒
エ
™
ス
に
は
︑
始
ま
り
の
数
字
︑
１
だ
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
お
話
し
ま
し
た
︒
つ
ま
り
︑
こ
こ
に
は

始
ま
り
と
終
わ
り
が
あ
り
︑
⼆
つ
の
意
味
が
あ
り
︑
隠
し
て
い
た
⾃
分
を
⼈
前
に
晒
し
︑
そ
し
て
切
り
札
で

あ
る
と
﹂ 

 

展
⽰
室 

 

伊
藤
﹁
い
か
が
で
し
ø
う
か
︒
み
な
さ
ん
は
︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
と
い
う
絵
か
ら
︑
ど
ん
な
物
語
を
紡
ぐ

こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
か
︒そ
れ
で
︑僕
も
こ
こ
で
︑正
解
は
︑と
⾔
い
た
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
が
︑実
は
︑

国
吉
さ
ん
が
︑
ど
う
い
う
意
味
を
込
め
て
︑
こ
の
絵
を
描
い
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
﹂ 

 

国
吉
の
三
枚
の
絵 

 

伊
藤(

声)

﹁
国
吉
さ
ん
の
絵
に
つ
い
て
︑
い
ろ
ん
な
⼈
が
︑
い
ろ
ん
な
こ
と
を
⾔
∑
て
い
た
り
︑
書
い
て
い

た
り
し
ま
す
が
︑
本
当
の
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
ん
で
す
︒
国
吉
さ
ん
と
い
う
⼈
は
︑
⾃
分
が
描
い
た
絵
に

つ
い
て
︑
説
明
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
︒
で
も
︑
今
お
話
し
て
き
た
様
に
︑
こ
の
作
品
や
隣
の
絵
の
よ
う
に
︑

国
吉
さ
ん
の
作
品
に
は
︑
た
く
さ
ん
の
歴
史
的
な
情
報
や
︑
メ
X
セ
™
ジ
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
︒
絵
と
向
き

合
∑
て
︑
た
く
さ
ん
話
し
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
そ
し
て
︑
国
吉
さ
ん
の
⼈
⽣
を
︑
⽣
き
た
時
代
を
調
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
︒そ
う
す
れ
ば
︑絵
は
あ
な
た
に
︑⼤
切
な
⾔
葉
を
語
り
か
け
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

あ
な
た
が
そ
の
物
語
を
紡
げ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒そ
の
物
語
こ
そ
が
⼤
事
だ
と
︑国
吉
さ
ん
は
⾔
∑
て
い

る
ん
じ
*
な
い
か
と
思
い
ま
す
﹂ 

 

展
⽰
室
︒ 

 

伊
藤
﹁
で
も
︑
そ
う
い
う
体
験
が
で
き
る
の
は
国
吉
さ
ん
の
絵
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
例
え
ば
︑
こ
の
同

じ
展
⽰
室
の
中
に
︑
国
吉
と
同
じ
年
に
︑
国
吉
の
家
の
す
ぐ
近
く
で
⽣
ま
れ
︑
フ
ラ
ン
ス
で
キ
;
ビ
ズ
ム
に

出
会
∑
て
し
ま
∑
た
坂
⽥
⼀
男
と
い
う
⼈
が
い
ま
す
﹂ 

 

伊
藤
︑
坂
⽥
︽
キ
;
ビ
ス
ム
的
⼈
物
像
︾
の
前
に
︒ 

 

伊
藤(

声)

﹁
こ
れ
が
坂
⽥
さ
ん
の
作
品
で
す
︒
ど
う
で
し
ø
う
︒
こ
の
作
品
は
︑
⼀
九
⼆
五
年
に
パ
リ
で
描

か
れ
ま
し
た
︒
こ
の
年
︑
坂
⽥
さ
ん
は
︑
あ
の
︑
ピ
カ
ソ
と
の
展
覧
会
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
た
と
⽇
記
に

書
い
て
い
ま
す
︒
ど
う
で
す
︒
な
か
な
か
に
な
か
な
か
で
し
ø
う
︒(

⽝
飼
に)

そ
れ
か
ら
︑
そ
の
隣
に
は
︑

⽝
飼
恭
平
と
い
う
⼈
の
絵
が
あ
り
ま
す
︒
こ
の
⼈
は
倉
敷
の
⼈
で
︑
や
は
り
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
の
で
す
が
︑

国
吉
さ
ん
と
は
同
じ
展
覧
会
に
出
品
を
し
て
い
た
り
し
ま
す
︒で
も
︑国
吉
さ
ん
と
も
坂
⽥
さ
ん
と
も
ま
る
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清
志
初
男
 

映
像
資
料
⽤
シ
ナ
リ
オ 

碧
と
祈
る

 
 

清
志
初
男
の
描
く
⽯
仏
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
 

才
⼠ 

真
司 

 

脚
本
・
撮
影
・
デ
ザ
イ
ン
・
編
集
 

才
⼠ 

真
司 

ロ
ケ
コ
G
デ
H
ネ
G
ト
 
 
 
 
 

伊
藤 

駿 

撮
影
・
録
⾳
・
編
集
・
仕
上
げ
 
 

佐
々
⽊ 

紳 

出
演
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾐
笠 (

保
存
会) 

ナ
レ
G
シ
_
ン
 
 
 
 
 
 
 
 

櫻
井 

杏
⼦ 

 
  

① 

e
 

⿊ 

Ｎ(

ナ
レ
G
シ
_
ン)

﹁
そ
の
画
家
は
︑
羅
漢(

ら
か
ん)

を
好
ん
で
描
い
た
﹂ 

 

② 

e
 

⽯
仏
画 

作
品
︽
⽯
仏
画
︾
の
シ
リ
G
ズ
︒ 

Ｎ
﹁
怒
り
︑
泣
き
︑
笑
う
仏
た
ち
は
︑
三
種
の
⽩
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
下
地
に
重
ね
ら
れ
た
︑
緑
︑
⾚
︑
そ
し

て
⻘
に
よ
ö
て
画
⾯
い
ö
ぱ
い
に
溢
れ
た
︒
仏
を
彩
る
⾊
の
深
み
が
︑
仏
た
ち
を
躍
動
さ
せ
た
﹂ 

 

作
品
︽
崩
落
︾
の
シ
リ
G
ズ
︒ 

 

Ｎ
﹁
と
き
に
仏
た
ち
は
形
を
無
く
し
︑
⼟
や
岩
く
れ
と
溶
け
合
ö
て
︑
⼤
地
に
還
り
﹂ 

 

作
品
︽
深
閑
︾
の
シ
リ
G
ズ
︒ 

 

Ｎ
﹁
と
き
に
︑
画
家
の
⼼
の
奥
の
⽅
︑
ず
ö
と
そ
の
深
く
に
沈
む
記
憶
を
映
し
と
ö
た
﹁
碧(

あ
お)

﹂
へ
と

変
化
し
た
﹂ 

 

③ 

e
 

奥
さ
ん
の
短
歌 

Ｎ
﹁
そ
ん
な
仏
た
ち
を
描
く
画
家
の
様
⼦
を
︑
画
家
の
妻
は
﹃
ひ
た
む
き
﹄
と
詠
ん
だ
﹂ 
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で
違
う
絵
で
す
よ
ね
︒
ち
ø
∑
と
⾒
る
と
︑
伝
統
的
な
⻄
洋
絵
画
の
よ
う
に
⾒
え
ま
す
が
︑
描
か
れ
た
の
は

酔
∑
払
い
で
す
︒
背
景
に
は
⽴
派
そ
う
な
︑
格
式
の
⾼
そ
う
な
絵
が
︑
ち
ø
∑
と
⾒
え
て
い
ま
す
が
︑
こ
の

絵
の
メ
イ
ン
は
酔
∑
払
い
で
す
﹂ 

 

 
 
 
⽝
飼
恭
平
︽
酔
∑
た
男(

習
作)

︾ 
 

伊
藤
﹁
こ
れ
は
時
代
を
現
し
て
い
る
と
い
え
る
絵
で
す
︒
さ
˝
︑
ど
ん
な
時
代
で
し
ø
う
か
︒(

展
⽰
室)

そ

う
い
う
意
味
で
⾔
え
ば
︑
国
吉
さ
ん
も
含
め
て
︑
こ
の
展
⽰
室
に
あ
る
絵
は
す
べ
て
︑
時
代
を
描
い
た
も
の

で
す
︒
時
代
が
代
わ
り
︑
⼤
き
な
戦
争
が
い
く
つ
も
あ
∑
て
︑
天
然
痘
や
ス
ペ
イ
ン
⾵
邪
と
い
う
途
⽅
も
な

い
感
染
症
が
世
界
的
に
流
⾏
し
︑
⼤
恐
慌
が
起
き
︑
⼈
種
や
ジ
M
ン
ダ
™
︑
信
じ
て
い
る
神
様
︑
信
じ
た
考

え
⽅
で
︑
た
く
さ
ん
の
⼈
が
殺
さ
れ
た
り
︑
耐
え
た
り
︑
戦
∑
た
時
代
を
知
∑
て
い
る
絵
画
で
す
﹂ 

 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
の
前
︒ 

 

伊
藤
﹁
い
か
が
で
し
た
で
し
ø
う
か
︒
本
を
読
む
よ
う
に
︑
絵
画
を
読
む
︒
そ
う
い
う
時
間
も
⼤
切
だ
と
︑

僕
は
︑
今
だ
か
ら
こ
そ
思
∑
て
い
ま
す
︒
国
吉
さ
ん
た
ち
が
⽣
き
た
時
代
と
今
の
こ
の
社
会
︑
ど
れ
だ
け
変

わ
∑
た
の
で
し
ø
う
か
︒
何
が
変
わ
∑
て
い
な
い
の
で
し
ø
う
か
︒
変
え
ら
れ
ず
に
い
る
の
か
︑
変
え
よ
う

と
し
て
き
た
の
か
︒
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
だ
と
︑
守
∑
て
き
た
の
か
︒
⾊
々
と
考
え
る
き
∑
か
け
を
︑

ミ
ス
タ
エ
™
ス
は
︑
与
え
て
く
れ
ま
す
﹂ 

 

ア
ニ
メ
™
シ
ƒ
ン
o
︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
の
対
話
探
究
鑑
賞
に
お
け
る
マ
ト
リ
ク
ス 

 

伊
藤(

声)

﹁
最
後
に
⼀
つ
︒絵
に
つ
い
て
は
語
ら
な
い
国
吉
さ
ん
が
︑ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
に
つ
い
て
︑少
し
︑

⾔
葉
を
残
し
て
い
ま
す
︒
そ
れ
は
﹃
⾊
に
命
を
﹄
と
い
う
⾔
葉
で
す
︒
国
吉
さ
ん
の
⽣
徒
は
︑﹃
国
吉
の
絵

は
︑
絵
の
内
側
か
ら
光
る
﹄
と
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
だ
か
ら
国
吉
さ
ん
は
︑
こ
ん
な
美
し
い

絵
を
︑
描
く
こ
と
が
で
き
た
ん
で
し
ø
う
ね
﹂ 

 

９ |  

岡
⼭
県
⽴
美
術
館
展
⽰
室 

伊
藤
﹁
ま
た
︑
美
術
館
は
開
き
ま
す
︒
そ
の
時
︑
実
際
に
国
吉
さ
ん
の
絵
を
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
絵

の
内
側
か
ら
何
が
輝
く
の
か
︒
そ
し
て
︑
何
を
語
り
か
け
て
く
る
の
か
︒
そ
の
声
に
︑
応
え
る
た
め
に
︑
知

識
を
︑
情
報
を
求
め
て
く
だ
さ
い
︒
そ
し
て
︑
誰
か
と
語
り
合
∑
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
そ
う
い
う
絵
の
楽
し

み
⽅
も
い
い
も
の
で
す
︒
そ
れ
で
は
今
⽇
は
こ
の
辺
で
︒
ま
た
︑
お
会
い
し
ま
し
ø
う
﹂ 

 

ク
レ
ジ
X
ト 

 

了 

− 87 −
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⾚
い
鯉
の
ぼ
り
を
掲
げ
て
⾏
進
す
る
サ
™
カ
ス
の
⼀
座
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
︑ど
う
し
て
︑サ
™
カ
ス
の

パ
レ
™
ド
が
︑⽇
本
の
鯉
の
ぼ
り
を
使
う
の
で
し
ø
う
︒こ
の
絵
は
⽇
本
を
描
い
て
い
る
ん
で
し
ø
う
か
︒

し
か
も
︑
⾚
い
鯉
で
す
︒
先
ほ
ど
︑
昭
和
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
⼀
度
︑
国
吉
さ
ん
が
岡
⼭
に
帰
∑
て
き

て
い
た
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
︒
そ
の
時
︑
国
吉
さ
ん
は
︑
こ
の
⾚
い
こ
い
の
ぼ
り
を
︑
お
⼟
産
と
し
て

買
∑
て
帰
り
︑
⾃
宅
の
庭
に
上
げ
て
い
ま
し
た
﹂ 

 

写
真︽
国
吉
康
雄
が
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
帰
∑
た
岡
⼭
⼟
産
の﹁
こ
い
の
ぼ
り(

和
紙)

﹂と
油
彩
画﹁
こ

い
の
ぼ
り
﹂︾岡
⼭
⼤
学
国
吉
康
雄
研
究
講
座
企
画
展
覧
会﹁
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス 

オ
™
バ
™
モ
ダ
ン

展
﹂
会
場
写
真 : 

撮
影 

伊
藤 

駿 
 

伊
藤(

声)

﹁
そ
れ
に
国
吉
さ
ん
は
︑
江
⼾
時
代
の
浮
世
絵
師
︑
歌
川
国
芳
と
よ
く
間
違
わ
れ
た
り
し
て
い
ま

し
た
﹂ 

 

歌
川
国
芳
の
︽
⾃
画
像
︾﹃
枕
辺
深
閏
梅
﹄
下
巻
⼝
絵
よ
り(

⼀
妙
開
程
芳
名
義) 

 

伊
藤(

声)

﹁
そ
の
歌
川
国
芳
が
描
い
た
⾚
い
⼤
き
な
鯉
の
絵
を
︑
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
展
⽰
し
て
い
た
り
し

ま
し
た
﹂ 

 

歌
川
国
芳
︽
⻤
若
丸
の
鯉
退
治
︾
弘
化
２
年(1845

年)

頃 

⼤
判
三
枚
続 

 

伊
藤
﹁
そ
し
て
︑
こ
の
絵
が
描
か
れ
た
頃
︑
ア
メ
リ
カ
に
は
﹃
⾚
狩
り
﹄
と
い
う
︑
共
産
主
義
者
を
弾
圧
す

る
運
動
が
起
こ
∑
て
い
ま
し
た
︒
国
吉
は
︑
共
産
党
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
ア
メ
リ
カ
の
ア
™
テ

´
ス
ト
た
ち
の
権
利
運
動
の
リ
™
ダ
™
だ
∑
た
た
め
︑国
務
省
の
ブ
ラ
X
ク
リ
ス
ト
に
載
∑
て
い
た
と
︑彼

の
⽣
徒
が
証
⾔
し
て
い
ま
す
︒い
∑
た
い
国
吉
は
︑こ
の
こ
い
の
ぼ
り
に
ど
ん
な
意
味
を
込
め
た
の
で
し
ø

う
か
︒
そ
れ
に
︑
⽬
を
引
く
の
が
⼤
き
く
書
か
れ
たJU

LY 4

︑
七
⽉
四
⽇
︒
こ
の
⽇
は
︑
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
と
∑
て
︑
も
∑
と
も
特
別
な
⽇
︑﹃
独
⽴
記
念
⽇
﹄
で
す
﹂ 

 

テ
ロ
X
プ
﹁1776

年 7

⽉4

⽇
 
合
衆
国
独
⽴
宣
⾔(

前
⽂) 

⼈
間
の
命
と
⾃
由
と 

幸
福
の
追
求
は 

根
源
的
な
権
利
で
あ
り 

⼈
々
が
意
思
を
ま
と
め 

国
の
政
治
社
会
を
変
⾰
す
る
権
利
は 

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
あ
る
﹂ 

 
伊
藤
﹁
そ
う
︑
こ
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
︑
ア
メ
リ
カ
で
︑
独
⽴
記
念
⽇
の
パ
レ
™
ド
な
ん
で
す
︒
国
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1948

年
 59

歳
ル
X
ク
誌
が
選
ぶ
“
現
代
ア
メ
リ
カ
の
最
も
優
れ
た
画
家
の10

⼈
”

に
選
出
さ

れ
る
︒
ホ
イ
X
ト
ニ
™
美
術
館
で
︑
同
館
初
の
存
命
画
家
の
回
顧
展
展
が
⾏
わ
れ
る
︒ 

1949

年
 60

歳
 
⼩
論
⽂
﹃
美
術
に
お
け
る
普
遍
性
﹄
を
発
表
︒
ナ
シ
ƒ
ナ
ル
・
イ
ン
ス
テ
;
™

テ
´
™
ト
・
オ
ブ
・
ア
™
ツ
・
ア
ン
ド
・
レ
タ
™
ズ
の
名
誉
会
員
︒ 

1952
年
 63

歳
 
第26

回
ヴ
M
ネ
ツ
´
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
™
レ
に
︑4

⼈
の
ア
メ
リ
カ
代
表
作
家

の
ひ
と
り
と
し
て
参
加
︒ 

 

８ |

 
県
美
・
エ
™
ス
前 

伊
藤
﹁
そ
の
理
由
は
国
吉
さ
ん
の
選
択
に
あ
り
ま
す
︒
例
え
ば
︑
国
吉
さ
ん
が
︑
⽇
本
と
ア
メ
リ
カ
の
戦
争

が
始
ま
∑
て
も
︑
⽇
本
に
戻
ら
な
か
∑
た
と
い
う
こ
と
と
か
﹂ 

 

伊
藤
︑
歩
き
出
す
︒ 

︽
夜
明
け
が
来
る
︾
の
前
︒ 

 

伊
藤
﹁
こ
の
絵
は
太
平
洋
戦
争
の
最
中
︑
ニ
;
™
ヨ
™
ク
で
描
か
れ
ま
し
た
︒
タ
イ
ト
ル
は
︽
夜
明
け
が
来

る
︾︒
み
な
さ
ん
は
夜
明
け
に
︑ど
ん
な
イ
メ
™
ジ
を
持
つ
で
し
ø
う
か
︒
み
な
さ
ん
は
︑夜
明
け
を
待
つ
︑

彼
⼥
の
気
持
ち
を
︑
ど
ん
な
⾵
に
想
像
す
る
で
し
ø
う
か
﹂ 

 

︽
夜
明
け
が
来
る
︾ 

 

伊
藤(

声)

﹁
ア
メ
リ
カ
の
⽇
系
新
聞
は
︑
国
吉
さ
ん
の
こ
と
を
﹃
⺠
主
主
義
の
擁
護
者(
⽇
系
新
聞
﹃
パ
シ
フ

´
X
ク
・
シ
チ
ズ
ン
﹄
は
︑1942

年5

⽉11

⽇
付
の
紙
⾯
で
﹁
熱
烈
な
⺠
主
主
義
の
擁
護
者
﹂
と
︑
国
吉

を
紹
介)

﹄
と
書
き
ま
し
た
し
︑
ア
メ
リ
カ
か
ら
⽇
本
に
向
け
て
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
は
︑
⽇
本
の
軍
国
主
義

を
批
判
す
る
演
説
を
し
ま
し
た
﹂ 

 

カ
メ
ラ
︑
伊
藤
に
な
∑
て
︑
伊
藤
︑
歩
き
出
す
︒ 

 

伊
藤
﹁
で
も
で
す
ね
︑
当
た
り
前
で
す
け
ど
︑
戦
争
中
︑
国
吉
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
に
と
∑
て
敵
国
⼈(

敵
性

外
国
⼈
と
し
て
監
視
対
象
に
な
る)

で
し
た
︒
政
府
の
組
織
に
監
視
さ
れ
た
り
︑
財
産
を
没
収
さ
れ
て
い
ま

す
︒
そ
れ
で
も
︑
国
吉
さ
ん
は
︑
ア
メ
リ
カ
政
府
に
協
⼒
し
ま
す
︒
そ
ん
な
国
吉
さ
ん
の
戦
後
は
ど
う
だ
∑

た
ん
で
し
ø
う
か
︒
そ
れ
を
表
し
て
い
る
の
が
こ
の
絵
で
す
﹂ 

 

︽
こ
い
の
ぼ
り
︾ 

 

伊
藤(

声)

﹁
鮮
や
か
な
⾊
彩
は
︑︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
に
似
て
い
ま
す
が
︑
も
∑
と
分
か
り
や
す
い
メ
X

セ
™
ジ
と
︑
そ
れ
に
気
づ
い
て
欲
し
い
と
い
う
ヒ
ン
ト
が
︑
こ
の
絵
の
中
に
は
隠
さ
れ
て
い
ま
す
︒
⼤
き
な

− 88 −
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伊
藤(

声)

﹁
ま
ず
︑
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ø
う
﹂ 

 

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
図
録
を
⼿
に
し
た
伊
藤
︒ 

 

伊
藤
﹁
こ
の
本
は
︑
⼆
〇
⼀
五
年
︑
ア
メ
リ
カ
の
国
⽴
美
術
館
で
あ
る
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア

™
ト
・
ミ
;
™
ジ
ア
ム
で
開
か
れ
た
︑
国
吉
さ
ん
の
特
別
展
覧
会
の
た
め
に
作
ら
れ
た
本
で
す
︒(

ミ
ス
タ

™
エ
™
ス
の
ペ
™
ジ
を
捲
る)

こ
の
展
覧
会
を
考
え
た
︑
ア
メ
リ
カ
︑
バ
™
ト
⼤
学
の
ト
ム
・
ウ
ル
フ
先
⽣

は
︑﹃
エ
™
ス
は
切
り
札
と
い
う
意
味
と
︑
表
と
裏
と
い
う
⼆
つ
の
顔
︑
⼆
⾯
性
と
い
う
意
味
も
あ
る
ス
ラ

ン
グ
だ
﹄
と
⾔
∑
て
い
ま
す
﹂ 

 

図
録
の
エ
™
ス
の
ア
X
プ
︒
伊
藤
︑
図
録
を
静
か
に
閉
じ
る
︒ 

イ
メ
™
ジ
・
シ
ン
ボ
ル
辞
典
を
⼿
に
取
∑
て
い
る
伊
藤
︒ 

 

伊
藤
﹁
こ
れ
は
﹃
イ
メ
™
ジ
・
シ
ン
ボ
ル
辞
典
﹄
で
す
︒
こ
の
辞
典
に
も
エ
™
ス
と
い
う
の
は
︑
ト
ラ
ン
プ

で
は
最
初
の
数
字
で
あ
る
１
を
表
し
て
い
て
︑最
善
︑最
⾼
の
意
味
だ
け
ど
︑サ
イ
コ
ロ
の
場
合
だ
と
最
低
︑

悪
運
を
意
味
す
る
と
あ
り
ま
す
︒
ほ
ら
こ
こ(

辞
典
の
⽂
字)
﹂ 

 

エ
™
ス
の
表
情
︒ 

 

伊
藤(

声)

﹁
こ
の
︑悲
し
そ
う
に
も
︑ど
こ
か
冷
た
い
印
象
も
受
け
る
⽬
は
︑何
を
⾒
て
い
る
の
で
し
ø
う
︒

こ
の
表
情
に
も
︑
そ
う
い
∑
た
⼆
⾯
性
が
あ
る
ん
で
し
ø
う
か
﹂ 

 

伊
藤
︑
辞
典
を
く
∑
て
い
る
︒ 

 

伊
藤
﹁
も
う
⼀
度
︑﹁
イ
メ
™
ジ
・
シ
ン
ボ
ル
辞
典
﹂
を
引
い
て
み
ま
す
﹂ 

 

辞
典
︑Jester

の
ペ
™
ジ
︒ 

 

伊
藤(

声)

﹁Jester

︒
道
化
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
︒
そ
う
︒
こ
の
︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
は
道
化
師
︑
ピ

エ
ロ
を
描
い
た
も
の
で
す
︒
そ
れ
で
︑
道
化
の
意
味
は…

そ
の
⾐
装
が
﹂ 

 

ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
の
⾐
装 

 

伊
藤(

声)

﹁
マ
ダ
ラ
で
⼆
⾯
性
を
表
す
と
書
か
れ
て
い
ま
す
︒
道
化
師
に
も
︑
そ
も
そ
も
⼆
⾯
性
と
い
う
意

味
が
あ
∑
た
ん
で
す
ね
︒(

エ
™
ス
の
フ
ル)

道
化
を
表
す
英
語
に
は
他
に
︑
フ
™
ル
や
ク
ラ
ウ
ン
と
い
∑
た

も
の
が
あ
り
ま
す
︒
そ
こ
に
は
︑
王
様
︑
キ
ン
グ
を
ひ
∑
く
り
返
す
役
割
を
受
け
持
ち
な
が
ら
︑
王
が
犠
牲
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に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
時
︑
そ
の
⾝
代
わ
り
に
な
る
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
﹂ 

 

エ
™
ス
と
伊
藤 
 

伊
藤﹁
道
化
師
そ
の
も
の
に
︑⼆
つ
の
役
割
が
あ
る
ん
で
す
ね
︒王
様
と
い
う
の
は
権
威
や
⼒
の
象
徴
で
す
︒

そ
の
王
が
犠
牲
に
な
る
と
き
︑
つ
ま
り
︑
死
な
な
き
*
い
け
な
い
時
に
︑
道
化
が
⾝
代
わ
り
に
な
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
で
し
ø
う
か
？
普
段
は
王
を
茶
化
す
の
が
道
化
な
の
に
︒こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
︑中
性
ヨ
™

ロ
X
パ
の
歴
史
や
⽂
学
を
勉
強
し
て
み
る
と
︑
と
て
も
⾯
⽩
く
な
り
ま
す
よ
︒
絵
は
︑
こ
ん
な
⾵
に
︑
題
材

に
描
い
た
も
の
が
持
つ
意
味
を
利
⽤
し
て
︑メ
X
セ
™
ジ
を
絵
の
中
に
隠
す
こ
と
が
で
き
ま
す
︒皆
さ
ん
も

好
き
な
絵
で
︑
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
倉
敷
の
⼤
原
美
術
館
に
は
︑
そ
ん
な
絵
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒

本
物
を
⾒
る
た
め
の
準
備
を
︑
今
︑
や
∑
て
お
く
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
で
は
︑
国
吉
さ
ん
に
話
を

戻
し
て
︑
そ
の
⼈
⽣
の
︑
華
や
か
な
経
歴
を
⾒
て
み
ま
し
ø
う
﹂ 

 

８ |

 
国
吉
の
後
半
⽣
の
年
表 

・keynote 

伊
藤(

声)

﹁1920

年
代
以
降
︑
国
吉
さ
ん
は
︑
た
く
さ
ん
の
挑
戦
を
繰
り
返
し
て
︑
そ
の
作
品
の
感
じ
︑

画
⾵
を
変
え
て
き
ま
し
た
︒そ
し
て
︑ア
メ
リ
カ
の
美
術
界
で
⾼
い
評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

で
す
が
︑
第
⼆
次
世
界
⼤
戦
の
勃
発
を
機
に
︑
社
会
に
対
す
る
活
動
を
⾏
う
こ
と
や
︑
ア
メ
リ
カ
に
暮
ら
す

⽇
系
⼈
や
移
⺠
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
⾔
葉
や
⾏
動
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
﹂ 

 
1929

年
 40

歳
 
ニ
;
™
ヨ
™
ク
近
代
美
術
館(M

oM
A)

の
“19

⼈
の
ア
メ
リ
カ
作
家
展
”

に

選
ば
れ
る
︒ 

1932

年
 43

歳
 
サ
ロ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
の
会
⻑
に
就
任
︒ 

1933

年
 44

歳
 

ア
™
ト
・
ス
チ
;
™
デ
ン
ツ
・
リ
™
グ
の
教
授
に
就
任
︒ 

1936

年
 47

歳
 

ア
メ
リ
カ
美
術
家
会
議
第1

回
総
会
に
参
加
︒
展
覧
会
委
員
⻑
に
任
命
さ
れ

る
︒ 

1938

年
 49

歳
 

ア
メ
リ
カ
美
術
家
会
議
副
委
員
⻑
に
選
出
︒ 

1939

年
 50

歳
 

美
術
家
団
体
︑
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
グ
ル
™
プ
設
⽴
︒
会
⻑
に
就
任
︒ 

1940

年
 51

歳
 M

oM
A

で
の
討
論
集
会
︑﹁
ア
メ
リ
カ
美
術
は
外
国
の
美
術
の
動
向
に
脅
か
さ

れ
て
い
る
か
？
﹂
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
︒ 

1941

年
 52

歳
 

⽇
⽶
開
戦
に
よ
り
︑“
外
国
⼈
居
住
者
”

か
ら
“
敵
性
外
国
⼈
”

の
⾝
分
と
な

る
︒
ア
メ
リ
カ
ン
・
グ
ル
™
プ
︑
ア
™
ト
・
ス
チ
;
™
デ
ン
ト
・
リ
™
グ
の
学
⽣
が
国
吉
⽀
持
を
発

表
︒在
ニ
;
™
ヨ
™
ク
市
⽇
本
⼈
美
術
家
委
員
会
を
結
成
し
︑ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
忠
誠
を
誓
う
︒ 

1944

年
 55

歳
 

﹁
⺠
主
主
義
の
た
め
の
⽇
系
⼈
芸
術
協
議
会
﹂
の
会
⻑
に
選
出
︒
⽇
本
帝
国
主

義
を
弾
劾
す
る
声
明
を
発
表
す
る
︒ 

1947

年
 58

際
 

美
術
家
組
合
︑
ア
™
テ
´
ス
ツ
・
エ
ク
イ
テ
´
・
ア
ソ
シ
エ
™
シ
ƒ
ン
の
初
代

会
⻑
に
就
任
︒ 

才士　真司　・　伊藤　　駿
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⾚
い
鯉
の
ぼ
り
を
掲
げ
て
⾏
進
す
る
サ
™
カ
ス
の
⼀
座
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
︑ど
う
し
て
︑サ
™
カ
ス
の

パ
レ
™
ド
が
︑⽇
本
の
鯉
の
ぼ
り
を
使
う
の
で
し
ø
う
︒こ
の
絵
は
⽇
本
を
描
い
て
い
る
ん
で
し
ø
う
か
︒

し
か
も
︑
⾚
い
鯉
で
す
︒
先
ほ
ど
︑
昭
和
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
⼀
度
︑
国
吉
さ
ん
が
岡
⼭
に
帰
∑
て
き

て
い
た
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
︒
そ
の
時
︑
国
吉
さ
ん
は
︑
こ
の
⾚
い
こ
い
の
ぼ
り
を
︑
お
⼟
産
と
し
て

買
∑
て
帰
り
︑
⾃
宅
の
庭
に
上
げ
て
い
ま
し
た
﹂ 

 

写
真︽
国
吉
康
雄
が
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
帰
∑
た
岡
⼭
⼟
産
の﹁
こ
い
の
ぼ
り(

和
紙)

﹂と
油
彩
画﹁
こ

い
の
ぼ
り
﹂︾岡
⼭
⼤
学
国
吉
康
雄
研
究
講
座
企
画
展
覧
会﹁
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス 

オ
™
バ
™
モ
ダ
ン

展
﹂
会
場
写
真 : 

撮
影 

伊
藤 

駿 
 

伊
藤(

声)

﹁
そ
れ
に
国
吉
さ
ん
は
︑
江
⼾
時
代
の
浮
世
絵
師
︑
歌
川
国
芳
と
よ
く
間
違
わ
れ
た
り
し
て
い
ま

し
た
﹂ 

 

歌
川
国
芳
の
︽
⾃
画
像
︾﹃
枕
辺
深
閏
梅
﹄
下
巻
⼝
絵
よ
り(

⼀
妙
開
程
芳
名
義) 

 

伊
藤(

声)

﹁
そ
の
歌
川
国
芳
が
描
い
た
⾚
い
⼤
き
な
鯉
の
絵
を
︑
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
展
⽰
し
て
い
た
り
し

ま
し
た
﹂ 

 

歌
川
国
芳
︽
⻤
若
丸
の
鯉
退
治
︾
弘
化
２
年(1845

年)

頃 

⼤
判
三
枚
続 

 

伊
藤
﹁
そ
し
て
︑
こ
の
絵
が
描
か
れ
た
頃
︑
ア
メ
リ
カ
に
は
﹃
⾚
狩
り
﹄
と
い
う
︑
共
産
主
義
者
を
弾
圧
す

る
運
動
が
起
こ
∑
て
い
ま
し
た
︒
国
吉
は
︑
共
産
党
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
ア
メ
リ
カ
の
ア
™
テ

´
ス
ト
た
ち
の
権
利
運
動
の
リ
™
ダ
™
だ
∑
た
た
め
︑国
務
省
の
ブ
ラ
X
ク
リ
ス
ト
に
載
∑
て
い
た
と
︑彼

の
⽣
徒
が
証
⾔
し
て
い
ま
す
︒い
∑
た
い
国
吉
は
︑こ
の
こ
い
の
ぼ
り
に
ど
ん
な
意
味
を
込
め
た
の
で
し
ø

う
か
︒
そ
れ
に
︑
⽬
を
引
く
の
が
⼤
き
く
書
か
れ
たJU

LY 4

︑
七
⽉
四
⽇
︒
こ
の
⽇
は
︑
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
と
∑
て
︑
も
∑
と
も
特
別
な
⽇
︑﹃
独
⽴
記
念
⽇
﹄
で
す
﹂ 

 

テ
ロ
X
プ
﹁1776

年 7

⽉4

⽇
 
合
衆
国
独
⽴
宣
⾔(

前
⽂) 

⼈
間
の
命
と
⾃
由
と 

幸
福
の
追
求
は 

根
源
的
な
権
利
で
あ
り 

⼈
々
が
意
思
を
ま
と
め 

国
の
政
治
社
会
を
変
⾰
す
る
権
利
は 

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
あ
る
﹂ 

 

伊
藤
﹁
そ
う
︑
こ
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
︑
ア
メ
リ
カ
で
︑
独
⽴
記
念
⽇
の
パ
レ
™
ド
な
ん
で
す
︒
国
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1948

年
 59

歳
ル
X
ク
誌
が
選
ぶ
“
現
代
ア
メ
リ
カ
の
最
も
優
れ
た
画
家
の10

⼈
”

に
選
出
さ

れ
る
︒
ホ
イ
X
ト
ニ
™
美
術
館
で
︑
同
館
初
の
存
命
画
家
の
回
顧
展
展
が
⾏
わ
れ
る
︒ 

1949

年
 60

歳
 
⼩
論
⽂
﹃
美
術
に
お
け
る
普
遍
性
﹄
を
発
表
︒
ナ
シ
ƒ
ナ
ル
・
イ
ン
ス
テ
;
™

テ
´
™
ト
・
オ
ブ
・
ア
™
ツ
・
ア
ン
ド
・
レ
タ
™
ズ
の
名
誉
会
員
︒ 

1952

年
 63

歳
 
第26

回
ヴ
M
ネ
ツ
´
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
™
レ
に
︑4

⼈
の
ア
メ
リ
カ
代
表
作
家

の
ひ
と
り
と
し
て
参
加
︒ 

 

８ |

 
県
美
・
エ
™
ス
前 

伊
藤
﹁
そ
の
理
由
は
国
吉
さ
ん
の
選
択
に
あ
り
ま
す
︒
例
え
ば
︑
国
吉
さ
ん
が
︑
⽇
本
と
ア
メ
リ
カ
の
戦
争

が
始
ま
∑
て
も
︑
⽇
本
に
戻
ら
な
か
∑
た
と
い
う
こ
と
と
か
﹂ 

 

伊
藤
︑
歩
き
出
す
︒ 

︽
夜
明
け
が
来
る
︾
の
前
︒ 

 

伊
藤
﹁
こ
の
絵
は
太
平
洋
戦
争
の
最
中
︑
ニ
;
™
ヨ
™
ク
で
描
か
れ
ま
し
た
︒
タ
イ
ト
ル
は
︽
夜
明
け
が
来

る
︾︒
み
な
さ
ん
は
夜
明
け
に
︑ど
ん
な
イ
メ
™
ジ
を
持
つ
で
し
ø
う
か
︒
み
な
さ
ん
は
︑夜
明
け
を
待
つ
︑

彼
⼥
の
気
持
ち
を
︑
ど
ん
な
⾵
に
想
像
す
る
で
し
ø
う
か
﹂ 

 

︽
夜
明
け
が
来
る
︾ 

 

伊
藤(

声)

﹁
ア
メ
リ
カ
の
⽇
系
新
聞
は
︑
国
吉
さ
ん
の
こ
と
を
﹃
⺠
主
主
義
の
擁
護
者(

⽇
系
新
聞
﹃
パ
シ
フ

´
X
ク
・
シ
チ
ズ
ン
﹄
は
︑1942

年5

⽉11

⽇
付
の
紙
⾯
で
﹁
熱
烈
な
⺠
主
主
義
の
擁
護
者
﹂
と
︑
国
吉

を
紹
介)

﹄
と
書
き
ま
し
た
し
︑
ア
メ
リ
カ
か
ら
⽇
本
に
向
け
て
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
は
︑
⽇
本
の
軍
国
主
義

を
批
判
す
る
演
説
を
し
ま
し
た
﹂ 

 

カ
メ
ラ
︑
伊
藤
に
な
∑
て
︑
伊
藤
︑
歩
き
出
す
︒ 

 

伊
藤
﹁
で
も
で
す
ね
︑
当
た
り
前
で
す
け
ど
︑
戦
争
中
︑
国
吉
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
に
と
∑
て
敵
国
⼈(

敵
性

外
国
⼈
と
し
て
監
視
対
象
に
な
る)

で
し
た
︒
政
府
の
組
織
に
監
視
さ
れ
た
り
︑
財
産
を
没
収
さ
れ
て
い
ま

す
︒
そ
れ
で
も
︑
国
吉
さ
ん
は
︑
ア
メ
リ
カ
政
府
に
協
⼒
し
ま
す
︒
そ
ん
な
国
吉
さ
ん
の
戦
後
は
ど
う
だ
∑

た
ん
で
し
ø
う
か
︒
そ
れ
を
表
し
て
い
る
の
が
こ
の
絵
で
す
﹂ 

 

︽
こ
い
の
ぼ
り
︾ 

 

伊
藤(

声)

﹁
鮮
や
か
な
⾊
彩
は
︑︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
に
似
て
い
ま
す
が
︑
も
∑
と
分
か
り
や
す
い
メ
X

セ
™
ジ
と
︑
そ
れ
に
気
づ
い
て
欲
し
い
と
い
う
ヒ
ン
ト
が
︑
こ
の
絵
の
中
に
は
隠
さ
れ
て
い
ま
す
︒
⼤
き
な

− 89 −
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才
能
を
伸
ば
そ
う
と
い
う
⼈
を
応
援
す
る
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
︑既
に
あ
り
ま
し
た
︒や
る
気
と
勇
気
は
い

り
ま
す
が
︑
國
吉
さ
ん
は
︑
そ
れ
を
や
り
遂
げ
ま
し
た
︒
国
吉
さ
ん
は
な
ん
と
︑
ベ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
™

レ
と
い
う
︑芸
術
の
世
界
で
の
オ
リ
ン
ピ
X
ク
と
呼
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
︑ア
メ
リ
カ
代
表
と
し
て
参
加
し

た
ほ
ど
で
す
﹂ 

 

シ
ヤ
X
タ
™
ア
™
ト
︒ 

 

伊
藤(

声)

﹁
ち
な
み
に
︑
こ
の
シ
ヤ
X
タ
™
に
描
か
れ
た
絵
は
︑
昭
和
７
年
の
正
⽉
の
様
⼦
を
︑﹂ 

 

写
真
︽
昭
和
７
年 

正
⽉
 
後
楽
園
の
国
吉
康
雄
︾
撮
影
者
不
明
・
岡
⼭
県
⽴
美
術
館
蔵 

 

広
島
市
⽴
⼤
学
の
画
学
⽣
さ
ん
が
想
像
し
て
描
い
て
く
れ
た
も
の
で
す
︒国
吉
さ
ん
は
︑こ
の
前
の
年
に
︑

⽣
涯
で
た
∑
た
⼀
度
と
な
る
⽇
本
へ
の
帰
国
を
果
た
し
︑
故
郷
で
あ
る
出
⽯
町
で
お
⽗
さ
ん
や
幼
な
じ
み

と
過
ご
し
て
い
ま
す
﹂ 

 

７ |

 
県
美
・
展
⽰
室  

ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
と
伊
藤
︒ 

 

伊
藤﹁
さ
˝
︑絵
の
前
に
戻
∑
て
き
ま
し
た
︒明
治
の
⽇
本
で
育
∑
た
少
年
が
︑ど
ん
な
教
育
を
受
け
た
ら
︑

こ
ん
な
絵
を
描
く
よ
う
に
な
∑
た
ん
で
し
ø
う
か
﹂ 

 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
に
寄
∑
て
い
く
カ
メ
ラ
︒ 

 

伊
藤(

声)

﹁
⼀
番
上
の
⾊
の
下
に
︑違
う
⾊
が
透
け
て
い
ま
す
︒そ
れ
も
︑何
⾊
も
⾒
え
ま
す
︒た
だ
の
⾚
︑

た
だ
の
緑
︑
た
だ
⽩
を
塗
∑
た
わ
け
じ
*
な
い
ん
で
す
ね
︒
で
も
︑
多
く
の
油
絵
に
⾒
ら
れ
る
よ
う
に
画
⾯

が
盛
り
上
が
∑
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂ 

 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
と
伊
藤
︒ 

 

伊
藤
﹁
と
て
も
綺
麗
な
⾊
で
す
︒
皆
さ
ん
に
も
︑
本
物
を
⾒
て
欲
し
い
で
す
︒
こ
の
⾊
︑
塗
り
⽅
は
︑
国
吉

さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
︑な
か
な
か
真
似
が
で
き
な
か
∑
た
よ
う
で
す
︒こ
こ
で
絵
の
タ
イ
ト
ル
を
⾒
て
み

ま
し
ø
う(

キ
p
プ
シ
ƒ
ン
の
前
に
進
み
︑
指
差
す) 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
と
あ
り
ま
す
︒
彼
の
名
前
で

し
ø
う
か
﹂ 

 

エ
™
ス
の
表
情
︒ 
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⼤
⽇
本
帝
国
憲
法
︑
皇
室
典
範
︑
衆
議
院
議
員
選
挙
法
公
布
︒ 

 
東
京
美
術
学
校
開
校
︒ 

 
 
世
界 

 
ベ
ン
ジ
p
ミ
ン
・
ハ
リ
ソ
ン
︑
第24

代
⼤
統
領
に
就
任
︒ 

 
ウ
y
™
ル
ス
ト
リ
™
ト
・
ジ
p
™
ナ
ル
創
刊 

 
エ
X
フ
M
ル
塔
落
成
・
パ
リ
万
博
開
催
︒ 

 

伊
藤
﹁
こ
の
年
︑
⽇
本
中
が
お
祭
り
騒
ぎ
だ
∑
た
わ
け
で
す
が
︑
世
界
的
に
⾒
て
も
︑
近
代
を
語
る
上
で
と

て
も
⼤
切
な
年
で
す
︒
ち
ø
∑
と
⼀
⼋
⼋
九
年
と
い
う
年
を
︑
み
な
さ
ん
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
そ
れ
で

そ
の
画
家
で
す
が
︑
名
前
を
国
吉
康
雄
と
い
い
ま
す
﹂ 

 

テ
ロ
X
プ
o1889

年 / 

明
治22

年
 

国
吉
康
雄 

誕
⽣
す
る 

国
吉
康
雄
︑
岡
⼭
県
岡
⼭
市
中
出
⽯
町(

現
出
⽯
町1-79)

に
︑
⼈
⼒
⾞
夫
の
⽗
︑
宇
吉

と
︑
⽏
︑
以
登
の
間
に
ひ
と
り
∑
こ
と
し
て
⽣
ま
る
︒ 

  国
吉
康
雄
の
肖
像
写
真(

撮
影
 
ソ
ウ
イ
チ
・
ス
ナ
ミ) 

出
⽯
町
の
シ
p
X
タ
™
ア
™
ト
前
に
伊
藤
︒
国
吉
の
肖
像
部
分
の
前
に
移
動
︒ 

 

伊
藤
﹁
こ
の
⼈
で
す
︒
国
吉
さ
ん
は
⽇
露
戦
争
が
終
わ
∑
た
翌
年
︑
こ
の
町
を
離
れ
︑
ア
メ
リ
カ
に
労
働
移

⺠
と
し
て
渡
り
ま
す
が
︑
そ
の
時
︑
⼀
六
歳
︒
⾼
校
を
中
退
し
て
ま
で
の
決
断
で
し
た
﹂ 

 

ア
ニ
メ
™
シ
ƒ
ン
﹁
渡
⽶
地
図
﹂ 

 

５ |

 
ア
ニ
メ
™
シ
ƒ
ン
・keynote 

伊
藤(

声)

﹁
国
吉
さ
ん
の
決
断
の
背
景
に
︑
何
が
あ
∑
た
の
か
は
︑
本
当
の
と
こ
ろ
は
分
か
り
ま
せ
ん
︒
た

だ
︑
国
吉
さ
ん
に
は
︑
兵
隊
に
な
る
か
︑
ア
メ
リ
カ
に
⾏
く
か
︒
⼀
六
歳
の
国
吉
さ
ん
に
は
︑
そ
の
⼆
つ
の

選
択
肢
し
か
な
か
∑
た
よ
う
で
す
︒
国
吉
さ
ん
は
︑
ア
メ
リ
カ
に
渡
∑
た
あ
と
︑
ヨ
™
ロ
X
パ
や
メ
キ
シ
コ

に
も
⾏
き
ま
す
が
︑
そ
の
⽣
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
ま
し
た
﹂ 

 

６ |

 
出
⽯
町
・
シ
ヤ
X
タ
™
ア
™
ト
前 

伊
藤
﹁
国
吉
さ
ん
は
若
い
頃
︑
鉄
道
の
⾞
庫
の
掃
除
を
し
た
り
ホ
テ
ル
で
働
い
た
り
︑
農
場
で
働
い
て
い
た

り
し
た
よ
う
で
す
が
︑
そ
れ
で
も
︑
夜
間
⾼
校
に
は
仕
事
の
合
間
に
通
∑
て
い
た
よ
う
で
す
︒
そ
し
て
︑
そ

こ
で
描
い
た
絵
を
先
⽣
に
褒
め
ら
れ
ま
す
︒
国
吉
さ
ん
は
岡
⼭
で
⻄
陣
織
の
デ
ザ
イ
ン
を
学
べ
る
⾼
校(

⼯

業
⾼
校
の
解
説)

に
通
∑
て
い
ま
し
た
︒
そ
の
経
験
が
⽣
き
た
ん
で
す
ね
︒
そ
れ
で
︑
ア
メ
リ
カ
で
も
絵
を

教
え
て
く
れ
る
学
校
に
通
∑
て
︑働
き
な
が
ら
︑勉
強
を
必
死
に
や
∑
た
ん
で
す
︒当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
は
︑

− 90 −
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国
吉
康
雄
 

映
像
資
料
⽤
シ
ナ
リ
オ 

 
本
を
読
む
よ
う
に
絵
画
を
読
む
・
国
吉
康
雄
編
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
 

才
⼠ 

真
司 

 
脚
本
・
撮
影
・
デ
ザ
イ
ン
・
編
集
 

才
⼠ 

真
司 

写
真
撮
影
・
出
演
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤 

駿 

編
集
・
仕
上
げ
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
⽊ 

紳 
 

太
字
 

テ
ロ
X
プ
⼊
れ
・
補
⾜
説
明 

 

① 
|  

岡
⼭
県
⽴
美
術
館(

県
美)
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス 

県
美
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
伊
藤
︒ 

伊
藤
紹
介
テ
ロ
X
プ
o
国
⽴
⼤
学
法
⼈
岡
⼭
⼤
学
⼤
学
院
教
育
学
研
究
科︽
国
吉
康
雄
記
念
・
美
術

教
育
研
究
と
地
域
創
⽣
講
座
 

助
教 

 

伊
藤
﹁
み
な
さ
ん
︑
こ
ん
に
ち
は
︒
本
を
読
む
よ
う
に
絵
画
を
読
む
︒
今
⽇
は
岡
⼭
県
⽴
美
術
館
に
お
邪
魔

し
ま
す
﹂ 

 

伊
藤
︑
県
美
に
向
か
う
︒ 

タ
イ
ト
ル
o
本
を
読
む
よ
う
に
絵
画
を
読
む 

 

② 
|

 
県
美
・
中
・
階
段 

伊
藤
︑
２
階
展
⽰
室
へ
の
階
段
を
上
が
る
︒ 

 

伊
藤
﹁
岡
⼭
県
⽴
美
術
館
に
は
︑
岡
⼭
ゆ
か
り
の
ア
™
テ
´
ス
ト
の
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒
今
⽇
︑

皆
さ
ん
と
⼀
緒
に
⾒
て
み
た
い
と
思
∑
て
い
る
作
品
も
︑岡
⼭
と
関
係
の
あ
る
画
家
の
作
品
で
す
け
ど
︑さ

て
︑
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
で
し
ø
う
か
︒
そ
し
て
︑
ど
ん
な
絵
な
の
で
し
ø
う
か
﹂ 

 

伊
藤
︑
展
⽰
室
へ
︒ 

 

③ 
|

 
展
⽰
室
・
中 

伊
藤
﹁
こ
れ
が
︑
そ
の
作
品
で
す
﹂ 

 

ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
・
フ
ル
シ
ƒ
X
ト
o
エ
™
ス
寄
り 
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伊
藤
﹁…

い
か
が
で
す
か
︒
も
∑
と
じ
∑
く
り
⾒
て
み
ま
し
ø
う
か
﹂ 

 

ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
の
抜
き
シ
ƒ
X
ト(

顔
︑
仮
⾯
︑
⾜
元
︑
背
景
︑
ま
た
全
体) 
 

伊
藤(

声)

こ
の
絵
︑
じ
∑
と
⾒
て
い
る
と
︑
何
か
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
︒
そ
れ
に
︑
何
が
ど
う
な
∑
て
こ
う

い
う
絵
に
な
∑
た
の
で
し
ø
う
か
︒…

み
な
さ
ん
︑
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
︒
タ
イ
ト
ル
と
か
作
者
と
か
︑
気

に
な
り
ま
す
か
？
で
も
︑そ
う
い
う
情
報
に
頼
る
前
に
︑ま
ず
先
に
絵
に
質
問
を
す
る
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
︑

絵
を
⾒
て
み
ま
し
ø
う
︒
例
え
ば
こ
の
表
情
︒
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？
﹂ 

字
幕
﹁
怒
∑
て
い
る
？
笑
∑
て
い
る
？
そ
れ
と
も
泣
い
て
る
？
何
か
考
え
て
い
る
？
何
を
考
え
て
い
る
？
﹂ 

 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
と
伊
藤
︒ 

 

伊
藤
﹁
ど
う
で
し
ø
う
︒
表
情
以
外
に
も
︑
い
ろ
い
ろ
と
︑
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
∑
た
と
思
い
ま
す
︒
僕

は
こ
の
⽬
が(

絵
に
近
づ
く)

︑
他
⼈
に
思
え
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
﹂ 

 

エ
™
ス
の
表
情
︒ 

 

伊
藤
﹁
さ
て
︑
少
し
お
話
を
し
ま
し
ø
う
︒(

歩
き
出
す)

こ
の
絵
を
描
い
た
画
家
は
︑
こ
こ
︑
岡
⼭
県
⽴
美

術
館
の
ご
近
所
で
⽣
ま
れ
て
︑
育
ち
ま
し
た
︒
皆
さ
ん
︑
今
も
昔
も
⽇
本
を
代
表
す
る
名
庭
園
︑
後
楽
園
︒

ご
存
知
で
す
か
﹂ 

 

後
楽
園
の
写
真(

﹁
五
⼗
三
次
腰
掛
茶
屋
よ
り
唯
⼼
⼭
を
臨
む
﹂
撮
影
・
槇
野
博
史) 

 

４ |

 
出
⽯
町
・
鶴
⾒
橋 

鶴
⾒
橋
の
伊
藤
︒
歩
き
出
す
︒ 

字
幕
o
岡
⼭
市
北
区
出
⽯ 

 

伊
藤
﹁
こ
の
橋
の
向
こ
う
が
後
楽
園
で
す
︒
と
て
も
素
敵
な
場
所
で
す
よ
︒
そ
し
て
︑
こ
こ
出
⽯
町
の
こ
の

路
地
の
奥
で
︑
今
⽇
の
主
役
の
画
家
は
︑
⼀
⼋
⼋
九
年
︑
明
治
⼆
⼆
年
に
⽣
ま
れ
ま
し
た
︒
こ
の
年
は
フ
ラ

ン
ス
⾰
命
か
ら
百
年
を
記
念
し
て
︑パ
リ
に
エ
X
フ
M
ル
塔
が
建
て
ら
れ
た
年
で
す
︒⽇
本
で
は
⼤
⽇
本
帝

国
憲
法
が
成
⽴
し
ま
し
た
﹂ 

 

写
真
︽
エ
X
フ
M
ル
塔
︾
撮
影
者
不
明 

錦
絵
︽
憲
法
発
布
略
図
︾
 

明
治
⼆
⼗
⼆
年
 
楊
洲
周
延 

画 
 

出
来
事
 

⽇
本
  

才士　真司　・　伊藤　　駿
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才
能
を
伸
ば
そ
う
と
い
う
⼈
を
応
援
す
る
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
︑既
に
あ
り
ま
し
た
︒や
る
気
と
勇
気
は
い

り
ま
す
が
︑
國
吉
さ
ん
は
︑
そ
れ
を
や
り
遂
げ
ま
し
た
︒
国
吉
さ
ん
は
な
ん
と
︑
ベ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
™

レ
と
い
う
︑芸
術
の
世
界
で
の
オ
リ
ン
ピ
X
ク
と
呼
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
︑ア
メ
リ
カ
代
表
と
し
て
参
加
し

た
ほ
ど
で
す
﹂ 

 

シ
ヤ
X
タ
™
ア
™
ト
︒ 

 

伊
藤(

声)

﹁
ち
な
み
に
︑
こ
の
シ
ヤ
X
タ
™
に
描
か
れ
た
絵
は
︑
昭
和
７
年
の
正
⽉
の
様
⼦
を
︑﹂ 

 

写
真
︽
昭
和
７
年 

正
⽉
 
後
楽
園
の
国
吉
康
雄
︾
撮
影
者
不
明
・
岡
⼭
県
⽴
美
術
館
蔵 

 

広
島
市
⽴
⼤
学
の
画
学
⽣
さ
ん
が
想
像
し
て
描
い
て
く
れ
た
も
の
で
す
︒国
吉
さ
ん
は
︑こ
の
前
の
年
に
︑

⽣
涯
で
た
∑
た
⼀
度
と
な
る
⽇
本
へ
の
帰
国
を
果
た
し
︑
故
郷
で
あ
る
出
⽯
町
で
お
⽗
さ
ん
や
幼
な
じ
み

と
過
ご
し
て
い
ま
す
﹂ 

 

７ |

 
県
美
・
展
⽰
室  

ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
と
伊
藤
︒ 

 

伊
藤﹁
さ
˝
︑絵
の
前
に
戻
∑
て
き
ま
し
た
︒明
治
の
⽇
本
で
育
∑
た
少
年
が
︑ど
ん
な
教
育
を
受
け
た
ら
︑

こ
ん
な
絵
を
描
く
よ
う
に
な
∑
た
ん
で
し
ø
う
か
﹂ 

 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
に
寄
∑
て
い
く
カ
メ
ラ
︒ 

 

伊
藤(

声)

﹁
⼀
番
上
の
⾊
の
下
に
︑違
う
⾊
が
透
け
て
い
ま
す
︒そ
れ
も
︑何
⾊
も
⾒
え
ま
す
︒た
だ
の
⾚
︑

た
だ
の
緑
︑
た
だ
⽩
を
塗
∑
た
わ
け
じ
*
な
い
ん
で
す
ね
︒
で
も
︑
多
く
の
油
絵
に
⾒
ら
れ
る
よ
う
に
画
⾯

が
盛
り
上
が
∑
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂ 

 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
と
伊
藤
︒ 

 

伊
藤
﹁
と
て
も
綺
麗
な
⾊
で
す
︒
皆
さ
ん
に
も
︑
本
物
を
⾒
て
欲
し
い
で
す
︒
こ
の
⾊
︑
塗
り
⽅
は
︑
国
吉

さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
︑な
か
な
か
真
似
が
で
き
な
か
∑
た
よ
う
で
す
︒こ
こ
で
絵
の
タ
イ
ト
ル
を
⾒
て
み

ま
し
ø
う(

キ
p
プ
シ
ƒ
ン
の
前
に
進
み
︑
指
差
す) 

︽
ミ
ス
タ
™
エ
™
ス
︾
と
あ
り
ま
す
︒
彼
の
名
前
で

し
ø
う
か
﹂ 

 

エ
™
ス
の
表
情
︒ 
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⼤
⽇
本
帝
国
憲
法
︑
皇
室
典
範
︑
衆
議
院
議
員
選
挙
法
公
布
︒ 

 
東
京
美
術
学
校
開
校
︒ 

 

 
世
界 

 
ベ
ン
ジ
p
ミ
ン
・
ハ
リ
ソ
ン
︑
第24

代
⼤
統
領
に
就
任
︒ 

 
ウ
y
™
ル
ス
ト
リ
™
ト
・
ジ
p
™
ナ
ル
創
刊 

 
エ
X
フ
M
ル
塔
落
成
・
パ
リ
万
博
開
催
︒ 

 

伊
藤
﹁
こ
の
年
︑
⽇
本
中
が
お
祭
り
騒
ぎ
だ
∑
た
わ
け
で
す
が
︑
世
界
的
に
⾒
て
も
︑
近
代
を
語
る
上
で
と

て
も
⼤
切
な
年
で
す
︒
ち
ø
∑
と
⼀
⼋
⼋
九
年
と
い
う
年
を
︑
み
な
さ
ん
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
そ
れ
で

そ
の
画
家
で
す
が
︑
名
前
を
国
吉
康
雄
と
い
い
ま
す
﹂ 

 

テ
ロ
X
プ
o1889

年 / 

明
治22

年
 

国
吉
康
雄 

誕
⽣
す
る 

国
吉
康
雄
︑
岡
⼭
県
岡
⼭
市
中
出
⽯
町(

現
出
⽯
町1-79)

に
︑
⼈
⼒
⾞
夫
の
⽗
︑
宇
吉

と
︑
⽏
︑
以
登
の
間
に
ひ
と
り
∑
こ
と
し
て
⽣
ま
る
︒ 

  国
吉
康
雄
の
肖
像
写
真(

撮
影
 
ソ
ウ
イ
チ
・
ス
ナ
ミ) 

出
⽯
町
の
シ
p
X
タ
™
ア
™
ト
前
に
伊
藤
︒
国
吉
の
肖
像
部
分
の
前
に
移
動
︒ 

 

伊
藤
﹁
こ
の
⼈
で
す
︒
国
吉
さ
ん
は
⽇
露
戦
争
が
終
わ
∑
た
翌
年
︑
こ
の
町
を
離
れ
︑
ア
メ
リ
カ
に
労
働
移

⺠
と
し
て
渡
り
ま
す
が
︑
そ
の
時
︑
⼀
六
歳
︒
⾼
校
を
中
退
し
て
ま
で
の
決
断
で
し
た
﹂ 

 

ア
ニ
メ
™
シ
ƒ
ン
﹁
渡
⽶
地
図
﹂ 

 

５ |

 
ア
ニ
メ
™
シ
ƒ
ン
・keynote 

伊
藤(

声)

﹁
国
吉
さ
ん
の
決
断
の
背
景
に
︑
何
が
あ
∑
た
の
か
は
︑
本
当
の
と
こ
ろ
は
分
か
り
ま
せ
ん
︒
た

だ
︑
国
吉
さ
ん
に
は
︑
兵
隊
に
な
る
か
︑
ア
メ
リ
カ
に
⾏
く
か
︒
⼀
六
歳
の
国
吉
さ
ん
に
は
︑
そ
の
⼆
つ
の

選
択
肢
し
か
な
か
∑
た
よ
う
で
す
︒
国
吉
さ
ん
は
︑
ア
メ
リ
カ
に
渡
∑
た
あ
と
︑
ヨ
™
ロ
X
パ
や
メ
キ
シ
コ

に
も
⾏
き
ま
す
が
︑
そ
の
⽣
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
ま
し
た
﹂ 

 

６ |

 
出
⽯
町
・
シ
ヤ
X
タ
™
ア
™
ト
前 

伊
藤
﹁
国
吉
さ
ん
は
若
い
頃
︑
鉄
道
の
⾞
庫
の
掃
除
を
し
た
り
ホ
テ
ル
で
働
い
た
り
︑
農
場
で
働
い
て
い
た

り
し
た
よ
う
で
す
が
︑
そ
れ
で
も
︑
夜
間
⾼
校
に
は
仕
事
の
合
間
に
通
∑
て
い
た
よ
う
で
す
︒
そ
し
て
︑
そ

こ
で
描
い
た
絵
を
先
⽣
に
褒
め
ら
れ
ま
す
︒
国
吉
さ
ん
は
岡
⼭
で
⻄
陣
織
の
デ
ザ
イ
ン
を
学
べ
る
⾼
校(

⼯

業
⾼
校
の
解
説)

に
通
∑
て
い
ま
し
た
︒
そ
の
経
験
が
⽣
き
た
ん
で
す
ね
︒
そ
れ
で
︑
ア
メ
リ
カ
で
も
絵
を

教
え
て
く
れ
る
学
校
に
通
∑
て
︑働
き
な
が
ら
︑勉
強
を
必
死
に
や
∑
た
ん
で
す
︒当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
は
︑
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